
高
松
で
は
、
４
月
27
日

（
土
）
に
「
サ
ン
ポ
ー
ト
高

松
多
目
的
広
場
」
に
て
香
川

県
メ
ー
デ
ー
中
央
集
会
が
開

催
さ
れ
、
池
田
香
川
県
知
事

や
大
西
高
松
市
長
、
立
憲
民

主
党
小
川
香
川
県
連
代
表
、

国
民
民
主
党
山
本
香
川
県
連

副
代
表
を
は
じ
め
多
く
の
来

賓
が
出
席
す
る
と
と
も
に
、

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
組
合
員
を
含

む
約
６
０
０
名
が
参
集
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
挨
拶
に

立
っ
た
連
合
香
川
の
福
家
会

長
は
、
冒
頭
で
能
登
半
島
地

震
で
被
害
に
合
わ
れ
た
方
へ

の
お
見
舞
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
と
も
に
、
引
き
続
き
の
支

援
を
依
頼
し
た
後
、
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
へ
の
懸

念
、
政
治
の
透
明
性
に
つ
い

て
の
課
題
感
を
示
し
た
。

ま
た
、
「
メ
ー
デ
ー
の
意

義
で
も
あ
る
働
く
仲
間
が
連

帯
し
、
『
働
く
こ
と
を
軸
と

す
る
安
心
社
会
』
の
推
進
に

向
け
、
賃
上
げ
・
春
季
生
活

闘
争
が
重
要
で
あ
る
」
と
し
、

「
本
春
闘
に
お
い
て
は
、
従

来
を
上
回
る
成
果
を
獲
得
し

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

デ
フ
レ
マ
イ
ン
ド
脱
却
、
新

た
な
ス
テ
ー
ジ
転
換
に
向
け

て
は
、
こ
の
流
れ
を
地
場
、

中
小
の
組
合
に
波
及
さ
せ
る

こ
と
が
重
要
」
と
説
い
た
。

続
い
て
、
各
ス
ロ
ー
ガ

ン
及
び
メ
ー
デ
ー
宣
言
を

満
場
一
致
で
承
認
。
福
家

会
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
香
川
県
メ
ー
デ
ー
中
央

集
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
丸
亀
・
松

山
・
徳
島
・
高
知
・
東
京

の
各
会
場
に
お
い
て
も
、

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
の
組
合
員

が
参
加
し
、
働
く
仲
間
の

生
活
改
善
を
訴
え
た
。

今
年
で
95
回
目
と
な
る
労
働
者
の
祭
典
「
メ
ー
デ
ー
大
会
」
が
４
月
27

日
（
土
）
か
ら
５
月
１
日
（
水
）
に
か
け
て
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
た
。

あ
い
に
く
の
空
模
様
で
あ
っ
た
も
の
の
、
連
合
に
集
う
各
産
別
よ
り
多
く

の
組
合
員
が
集
結
。
昨
今
の
急
激
な
物
価
高
が
労
働
者
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
状
況
や
労
働
力
不
足
の
現
状
を
踏
ま
え
、
賃
上
げ
や
雇
用
確

保
等
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
重
要
性
を
各
地
で
あ
ら
た
め
て
共
有
し
、

さ
ら
な
る
意
思
統
一
を
図
っ
た
。

香
川
地
区
（
高
松
）

愛
媛
地
区

高
知
地
区

香
川
地
区
（
丸
亀
）

徳
島
地
区

東
京
地
区

第 95回 メ ー デ ー 大 会 開 催 !!
連帯の力で平和と人権を守り 誰もが安心して暮らせる 新たなステージへ！

被災地の復旧・復興に向けて みんなで支え合い・助け合おう！

４
月
13
日
（
土
）
13
時

30
分
よ
り
、
本
部
１
階
会
議

室
に
て
第
８
回
本
部
執
行
委

員
会
を
開
催
し
た
。

経
過
と
議
事
は
以
下
の
と

お
り
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
・
拡
大

（
経
営
協
議
会
）

・
〔
Ｊ
Ｒ
四
国
〕
事
業
計
画
、

営
業
施
策
に
関
す
る
付
議

に
つ
い
て

・
〔
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ

ス
〕
事
業
計
画

（
団
交
）

・
２
０
２
４
春
期
生
活
闘
争

（
新
入
社
員
）

・
新
規
採
用
者
加
入
行
動

（
職
場
対
話
）

・
高
知
地
区
集
会

（
支
部
）

・
徳
島
支
部
親
子
対
話
学
習
会

（
組
織
）

・
退
職
者
連
絡
会
臨
時
総
会

（
青
女
）

・
本
部
青
女
春
レ
ク
２
０
２
４

（
財
政
）

・
第
１
回
組
織
財
政
専
門

委
員
会

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
男
女
平
等
参
画
推
進
委
員
会

・
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会

幹
事
会

・
組
織
財
政
検
討
委
員
会

・
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
推
進

委
員
会

・
Ｊ
Ｒ
北
労
組
に
お
け
る
組

織
支
援
行
動

（
そ
の
他
）

・
新
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
の
執
行
委
員
会
声
明

【
議
事
】

①
衆
議
院
議
員
選
挙
及
び
西

条
市
議
会
議
員
選
挙
に
お

け
る
推
薦
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て

②
新
賃
金
、
諸
制
度
改
善
の

妥
結
承
認
に
つ
い
て

③
第
43
回
定
期
大
会

④
支
部
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
の
開
催
に
つ
い
て

⑤
Ｊ
Ｒ
連
合
青
年
・
女
性
委

員
会
「
第
28
回
ユ
ー
ス
ラ

リ
ー
」
の
開
催
に
つ
い
て

⑥
「
東
京
地
区
集
会
」
「
大

阪
地
区
集
会
」
に
つ
い
て

⑦
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
「
特

設
コ
ー
ス
」(

管
理
者
セ

ミ
ナ
ー)

の
開
催
に
つ
い
て

⑧
「
第
18
回
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
」
の
開
催
に
つ
い
て

⑨
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て

メ
ー
デ
ー
は
１
８
８
６
年

５
月
１
日
、
米
国
の
労
働
者

が
「
８
時
間
は
労
働
に
、
８

時
間
は
休
息
に
、
そ
し
て
あ

と
の
８
時
間
は
自
由
な
時
間

の
た
め
に
」
を
求
め
て
ス
ト

ラ
イ
キ
に
立
ち
上
が
っ
た
の

が
起
源
で
す
。
当
時
、
米
国

の
労
働
者
は
長
時
間
労
働
と

低
賃
金
に
苦
し
め
ら
れ
、
労

働
時
間
の
短
縮
は
切
実
な
要

求
で
あ
っ
た
の
で
す
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
世
界

の
労
働
者
は
５
月
１
日
を

「
国
際
的
な
団
結
の
日
」
と

定
め
、
１
８
９
０
年
５
月
１

日
、
第
１
回
国
際
メ
ー
デ
ー

が
多
く
の
国
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

日
本
で
は
１
９
２
０
年(

大

正
９
年)

５
月
２
日
、
第
１
回

メ
ー
デ
ー
が
東
京
・
上
野
公

園
で
開
催
。
そ
れ
以
降
、
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
軍
国
主
義
の
高

ま
り
の
中
、
１
９
３
６
年(
昭

和
11
年)

の
「
２
・
26
事
件
」

を
契
機
に
、
メ
ー
デ
ー
は
全

面
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
メ
ー

デ
ー
は
労
働
組
合
の
復
活
と

と
も
に
再
開
。
労
働
者
の
地

位
や
労
働
条
件
の
向
上
、
権

利
拡
大
を
は
じ
め
、
人
権
・

労
働
基
本
権
の
確
立
、
民
主

主
義
の
発
展
、
世
界
の
恒
久

平
和
の
希
求
に
深
く
貢
献
し
、

そ
の
役
割
を
果
た
し
て
き
て

い
ま
す
。
現
在
の
メ
ー
デ
ー

は
、
米
国
の
労
働
者
が
労
働

条
件
の
改
善
を
訴
え
た
そ
の

想
い
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
働

く
仲
間
と
お
互
い
を
ね
ぎ
ら

い
、
讃
え
合
い
な
が
ら
、
家

族
や
地
域
の
み
な
さ
ん
に
も

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
一
大
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
全
国
各
地
で

開
か
れ
て
い
ま
す
。

※
連
合
「
メ
ー
デ
ー
中
央
大
会
」

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
よ
り
抜
粋

【
コ
ラ
ム
】
「
メ
ー
デ
ー
」
の
始
ま
り

各
地
区
集
会
に

組
合
員
が
参
加
！

○ＪＲ四国ホテルズユニオン【３月６日妥結】
・定期昇給の実施
・ベア５００円
（エキスパート社員は３００円、パートナー社員は２５０円）
・55歳到達者の本給減額の廃止
・助勤手当の引き上げ

○ジェイアール四国メンテナンス労組【３月18日妥結】
・定期昇給の実施
・ベア５％＋１，０００円
（指定研修社員は１，５００円、嘱託社員は5.1%）

・職務手当、技能手当の改定

○四万十ユニオン【３月18日妥結】
・通勤手当見直し

○ＪＲ四国ステーション開発労組【４月28日妥結】
・定期昇給の実施
・ベア５，８００円

第
８
回
本
部
執
行
委
員
会
開
催

※各グループ単組が発行するニュースについては、
「ＪＲ四国労組」ホームページ内「グループ労組業務情

報」を参照。

２０ ２４春 季 生 活 闘 争
ＪＲ 四 国 グ ル ー プ 労 組 妥 結 状 況

【5 / 9 時 点 】

高
松
で
は
、
４
月
27
日

（
土
）
に
「
サ
ン
ポ
ー
ト
高

松
多
目
的
広
場
」
に
て
香
川

県
メ
ー
デ
ー
中
央
集
会
が
開

催
さ
れ
、
池
田
香
川
県
知
事

や
大
西
高
松
市
長
、
立
憲
民

主
党
小
川
香
川
県
連
代
表
、

国
民
民
主
党
山
本
香
川
県
連

副
代
表
を
は
じ
め
多
く
の
来

賓
が
出
席
す
る
と
と
も
に
、

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
組
合
員
を
含

む
約
６
０
０
名
が
参
集
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
挨
拶
に

立
っ
た
連
合
香
川
の
福
家
会

長
は
、
冒
頭
で
能
登
半
島
地

震
で
被
害
に
合
わ
れ
た
方
へ

の
お
見
舞
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
と
も
に
、
引
き
続
き
の
支

援
を
依
頼
し
た
後
、
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
へ
の
懸

念
、
政
治
の
透
明
性
に
つ
い

て
の
課
題
感
を
示
し
た
。

ま
た
、
「
メ
ー
デ
ー
の
意

義
で
も
あ
る
働
く
仲
間
が
連

帯
し
、
『
働
く
こ
と
を
軸
と

す
る
安
心
社
会
』
の
推
進
に

向
け
、
賃
上
げ
・
春
季
生
活

闘
争
が
重
要
で
あ
る
」
と
し
、

「
本
春
闘
に
お
い
て
は
、
従

来
を
上
回
る
成
果
を
獲
得
し

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

デ
フ
レ
マ
イ
ン
ド
脱
却
、
新

た
な
ス
テ
ー
ジ
転
換
に
向
け

て
は
、
こ
の
流
れ
を
地
場
、

中
小
の
組
合
に
波
及
さ
せ
る

こ
と
が
重
要
」
と
説
い
た
。

続
い
て
、
各
ス
ロ
ー
ガ

ン
及
び
メ
ー
デ
ー
宣
言
を

満
場
一
致
で
承
認
。
福
家

会
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
香
川
県
メ
ー
デ
ー
中
央

集
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
丸
亀
・
松

山
・
徳
島
・
高
知
・
東
京

の
各
会
場
に
お
い
て
も
、

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
の
組
合
員

が
参
加
し
、
働
く
仲
間
の

生
活
改
善
を
訴
え
た
。

今
年
で
95
回
目
と
な
る
労
働
者
の
祭
典
「
メ
ー
デ
ー
大
会
」
が
４
月
27

日
（
土
）
か
ら
５
月
１
日
（
水
）
に
か
け
て
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
た
。

あ
い
に
く
の
空
模
様
で
あ
っ
た
も
の
の
、
連
合
に
集
う
各
産
別
よ
り
多
く

の
組
合
員
が
集
結
。
昨
今
の
急
激
な
物
価
高
が
労
働
者
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
状
況
や
労
働
力
不
足
の
現
状
を
踏
ま
え
、
賃
上
げ
や
雇
用
確

保
等
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
重
要
性
を
各
地
で
あ
ら
た
め
て
共
有
し
、

さ
ら
な
る
意
思
統
一
を
図
っ
た
。

香
川
地
区
（
高
松
）

愛
媛
地
区

高
知
地
区

香
川
地
区
（
丸
亀
）

徳
島
地
区

東
京
地
区

第 95回 メ ー デ ー 大 会 開 催 !!
連帯の力で平和と人権を守り 誰もが安心して暮らせる 新たなステージへ！

被災地の復旧・復興に向けて みんなで支え合い・助け合おう！

４
月
13
日
（
土
）
13
時

30
分
よ
り
、
本
部
１
階
会
議

室
に
て
第
８
回
本
部
執
行
委

員
会
を
開
催
し
た
。

経
過
と
議
事
は
以
下
の
と

お
り
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
・
拡
大

（
経
営
協
議
会
）

・
〔
Ｊ
Ｒ
四
国
〕
事
業
計
画
、

営
業
施
策
に
関
す
る
付
議

に
つ
い
て

・
〔
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ

ス
〕
事
業
計
画

（
団
交
）

・
２
０
２
４
春
期
生
活
闘
争

（
新
入
社
員
）

・
新
規
採
用
者
加
入
行
動

（
職
場
対
話
）

・
高
知
地
区
集
会

（
支
部
）

・
徳
島
支
部
親
子
対
話
学
習
会

（
組
織
）

・
退
職
者
連
絡
会
臨
時
総
会

（
青
女
）

・
本
部
青
女
春
レ
ク
２
０
２
４

（
財
政
）

・
第
１
回
組
織
財
政
専
門

委
員
会

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
男
女
平
等
参
画
推
進
委
員
会

・
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会

幹
事
会

・
組
織
財
政
検
討
委
員
会

・
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
推
進

委
員
会

・
Ｊ
Ｒ
北
労
組
に
お
け
る
組

織
支
援
行
動

（
そ
の
他
）

・
新
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
の
執
行
委
員
会
声
明

【
議
事
】

①
衆
議
院
議
員
選
挙
及
び
西

条
市
議
会
議
員
選
挙
に
お

け
る
推
薦
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て

②
新
賃
金
、
諸
制
度
改
善
の

妥
結
承
認
に
つ
い
て

③
第
43
回
定
期
大
会

④
支
部
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
の
開
催
に
つ
い
て

⑤
Ｊ
Ｒ
連
合
青
年
・
女
性
委

員
会
「
第
28
回
ユ
ー
ス
ラ

リ
ー
」
の
開
催
に
つ
い
て

⑥
「
東
京
地
区
集
会
」
「
大

阪
地
区
集
会
」
に
つ
い
て

⑦
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
「
特

設
コ
ー
ス
」(

管
理
者
セ

ミ
ナ
ー)

の
開
催
に
つ
い
て

⑧
「
第
18
回
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
」
の
開
催
に
つ
い
て

⑨
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て

メ
ー
デ
ー
は
１
８
８
６
年

５
月
１
日
、
米
国
の
労
働
者

が
「
８
時
間
は
労
働
に
、
８

時
間
は
休
息
に
、
そ
し
て
あ

と
の
８
時
間
は
自
由
な
時
間

の
た
め
に
」
を
求
め
て
ス
ト

ラ
イ
キ
に
立
ち
上
が
っ
た
の

が
起
源
で
す
。
当
時
、
米
国

の
労
働
者
は
長
時
間
労
働
と

低
賃
金
に
苦
し
め
ら
れ
、
労

働
時
間
の
短
縮
は
切
実
な
要

求
で
あ
っ
た
の
で
す
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
世
界

の
労
働
者
は
５
月
１
日
を

「
国
際
的
な
団
結
の
日
」
と

定
め
、
１
８
９
０
年
５
月
１

日
、
第
１
回
国
際
メ
ー
デ
ー

が
多
く
の
国
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

日
本
で
は
１
９
２
０
年(

大

正
９
年)

５
月
２
日
、
第
１
回

メ
ー
デ
ー
が
東
京
・
上
野
公

園
で
開
催
。
そ
れ
以
降
、
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
軍
国
主
義
の
高

ま
り
の
中
、
１
９
３
６
年(
昭

和
11
年)

の
「
２
・
26
事
件
」

を
契
機
に
、
メ
ー
デ
ー
は
全

面
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
メ
ー

デ
ー
は
労
働
組
合
の
復
活
と

と
も
に
再
開
。
労
働
者
の
地

位
や
労
働
条
件
の
向
上
、
権

利
拡
大
を
は
じ
め
、
人
権
・

労
働
基
本
権
の
確
立
、
民
主

主
義
の
発
展
、
世
界
の
恒
久

平
和
の
希
求
に
深
く
貢
献
し
、

そ
の
役
割
を
果
た
し
て
き
て

い
ま
す
。
現
在
の
メ
ー
デ
ー

は
、
米
国
の
労
働
者
が
労
働

条
件
の
改
善
を
訴
え
た
そ
の

想
い
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
働

く
仲
間
と
お
互
い
を
ね
ぎ
ら

い
、
讃
え
合
い
な
が
ら
、
家

族
や
地
域
の
み
な
さ
ん
に
も

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
一
大
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
全
国
各
地
で

開
か
れ
て
い
ま
す
。

※
連
合
「
メ
ー
デ
ー
中
央
大
会
」

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
よ
り
抜
粋

【
コ
ラ
ム
】
「
メ
ー
デ
ー
」
の
始
ま
り

各
地
区
集
会
に

組
合
員
が
参
加
！

○ＪＲ四国ホテルズユニオン【３月６日妥結】
・定期昇給の実施
・ベア５００円
（エキスパート社員は３００円、パートナー社員は２５０円）
・55歳到達者の本給減額の廃止
・助勤手当の引き上げ

○ジェイアール四国メンテナンス労組【３月18日妥結】
・定期昇給の実施
・ベア５％＋１，０００円
（指定研修社員は１，５００円、嘱託社員は5.1%）

・職務手当、技能手当の改定

○四万十ユニオン【３月18日妥結】
・通勤手当見直し

○ＪＲ四国ステーション開発労組【４月28日妥結】
・定期昇給の実施
・ベア５，８００円

第
８
回
本
部
執
行
委
員
会
開
催

※各グループ単組が発行するニュースについては、
「ＪＲ四国労組」ホームページ内「グループ労組業務情

報」を参照。

２ ０ ２ ４春 季 生 活 闘 争
Ｊ Ｒ 四 国 グ ル ー プ 労 組 妥 結 状 況

【 5/9時 点 】

高
松
で
は
、
４
月
27
日

（
土
）
に
「
サ
ン
ポ
ー
ト
高

松
多
目
的
広
場
」
に
て
香
川

県
メ
ー
デ
ー
中
央
集
会
が
開

催
さ
れ
、
池
田
香
川
県
知
事

や
大
西
高
松
市
長
、
立
憲
民

主
党
小
川
香
川
県
連
代
表
、

国
民
民
主
党
山
本
香
川
県
連

副
代
表
を
は
じ
め
多
く
の
来

賓
が
出
席
す
る
と
と
も
に
、

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
組
合
員
を
含

む
約
６
０
０
名
が
参
集
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
挨
拶
に

立
っ
た
連
合
香
川
の
福
家
会

長
は
、
冒
頭
で
能
登
半
島
地

震
で
被
害
に
合
わ
れ
た
方
へ

の
お
見
舞
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
と
も
に
、
引
き
続
き
の
支

援
を
依
頼
し
た
後
、
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
へ
の
懸

念
、
政
治
の
透
明
性
に
つ
い

て
の
課
題
感
を
示
し
た
。

ま
た
、
「
メ
ー
デ
ー
の
意

義
で
も
あ
る
働
く
仲
間
が
連

帯
し
、
『
働
く
こ
と
を
軸
と

す
る
安
心
社
会
』
の
推
進
に

向
け
、
賃
上
げ
・
春
季
生
活

闘
争
が
重
要
で
あ
る
」
と
し
、

「
本
春
闘
に
お
い
て
は
、
従

来
を
上
回
る
成
果
を
獲
得
し

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

デ
フ
レ
マ
イ
ン
ド
脱
却
、
新

た
な
ス
テ
ー
ジ
転
換
に
向
け

て
は
、
こ
の
流
れ
を
地
場
、

中
小
の
組
合
に
波
及
さ
せ
る

こ
と
が
重
要
」
と
説
い
た
。

続
い
て
、
各
ス
ロ
ー
ガ

ン
及
び
メ
ー
デ
ー
宣
言
を

満
場
一
致
で
承
認
。
福
家

会
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
香
川
県
メ
ー
デ
ー
中
央

集
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
丸
亀
・
松

山
・
徳
島
・
高
知
・
東
京

の
各
会
場
に
お
い
て
も
、

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
の
組
合
員

が
参
加
し
、
働
く
仲
間
の

生
活
改
善
を
訴
え
た
。

今
年
で
95
回
目
と
な
る
労
働
者
の
祭
典
「
メ
ー
デ
ー
大
会
」
が
４
月
27

日
（
土
）
か
ら
５
月
１
日
（
水
）
に
か
け
て
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
た
。

あ
い
に
く
の
空
模
様
で
あ
っ
た
も
の
の
、
連
合
に
集
う
各
産
別
よ
り
多
く

の
組
合
員
が
集
結
。
昨
今
の
急
激
な
物
価
高
が
労
働
者
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
状
況
や
労
働
力
不
足
の
現
状
を
踏
ま
え
、
賃
上
げ
や
雇
用
確

保
等
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
重
要
性
を
各
地
で
あ
ら
た
め
て
共
有
し
、

さ
ら
な
る
意
思
統
一
を
図
っ
た
。

香
川
地
区
（
高
松
）

愛
媛
地
区

高
知
地
区

香
川
地
区
（
丸
亀
）

徳
島
地
区

東
京
地
区

第 95回 メ ー デ ー 大 会 開 催 !!
連帯の力で平和と人権を守り 誰もが安心して暮らせる 新たなステージへ！

被災地の復旧・復興に向けて みんなで支え合い・助け合おう！

４
月
13
日
（
土
）
13
時

30
分
よ
り
、
本
部
１
階
会
議

室
に
て
第
８
回
本
部
執
行
委

員
会
を
開
催
し
た
。

経
過
と
議
事
は
以
下
の
と

お
り
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
・
拡
大

（
経
営
協
議
会
）

・
〔
Ｊ
Ｒ
四
国
〕
事
業
計
画
、

営
業
施
策
に
関
す
る
付
議

に
つ
い
て

・
〔
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ

ス
〕
事
業
計
画

（
団
交
）

・
２
０
２
４
春
期
生
活
闘
争

（
新
入
社
員
）

・
新
規
採
用
者
加
入
行
動

（
職
場
対
話
）

・
高
知
地
区
集
会

（
支
部
）

・
徳
島
支
部
親
子
対
話
学
習
会

（
組
織
）

・
退
職
者
連
絡
会
臨
時
総
会

（
青
女
）

・
本
部
青
女
春
レ
ク
２
０
２
４

（
財
政
）

・
第
１
回
組
織
財
政
専
門

委
員
会

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
男
女
平
等
参
画
推
進
委
員
会

・
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会

幹
事
会

・
組
織
財
政
検
討
委
員
会

・
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
推
進

委
員
会

・
Ｊ
Ｒ
北
労
組
に
お
け
る
組

織
支
援
行
動

（
そ
の
他
）

・
新
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
の
執
行
委
員
会
声
明

【
議
事
】

①
衆
議
院
議
員
選
挙
及
び
西

条
市
議
会
議
員
選
挙
に
お

け
る
推
薦
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て

②
新
賃
金
、
諸
制
度
改
善
の

妥
結
承
認
に
つ
い
て

③
第
43
回
定
期
大
会

④
支
部
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
の
開
催
に
つ
い
て

⑤
Ｊ
Ｒ
連
合
青
年
・
女
性
委

員
会
「
第
28
回
ユ
ー
ス
ラ

リ
ー
」
の
開
催
に
つ
い
て

⑥
「
東
京
地
区
集
会
」
「
大

阪
地
区
集
会
」
に
つ
い
て

⑦
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
「
特

設
コ
ー
ス
」(

管
理
者
セ

ミ
ナ
ー)

の
開
催
に
つ
い
て

⑧
「
第
18
回
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
」
の
開
催
に
つ
い
て

⑨
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て

メ
ー
デ
ー
は
１
８
８
６
年

５
月
１
日
、
米
国
の
労
働
者

が
「
８
時
間
は
労
働
に
、
８

時
間
は
休
息
に
、
そ
し
て
あ

と
の
８
時
間
は
自
由
な
時
間

の
た
め
に
」
を
求
め
て
ス
ト

ラ
イ
キ
に
立
ち
上
が
っ
た
の

が
起
源
で
す
。
当
時
、
米
国

の
労
働
者
は
長
時
間
労
働
と

低
賃
金
に
苦
し
め
ら
れ
、
労

働
時
間
の
短
縮
は
切
実
な
要

求
で
あ
っ
た
の
で
す
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
世
界

の
労
働
者
は
５
月
１
日
を

「
国
際
的
な
団
結
の
日
」
と

定
め
、
１
８
９
０
年
５
月
１

日
、
第
１
回
国
際
メ
ー
デ
ー

が
多
く
の
国
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

日
本
で
は
１
９
２
０
年(

大

正
９
年)

５
月
２
日
、
第
１
回

メ
ー
デ
ー
が
東
京
・
上
野
公

園
で
開
催
。
そ
れ
以
降
、
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
軍
国
主
義
の
高

ま
り
の
中
、
１
９
３
６
年(
昭

和
11
年)

の
「
２
・
26
事
件
」

を
契
機
に
、
メ
ー
デ
ー
は
全

面
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
メ
ー

デ
ー
は
労
働
組
合
の
復
活
と

と
も
に
再
開
。
労
働
者
の
地

位
や
労
働
条
件
の
向
上
、
権

利
拡
大
を
は
じ
め
、
人
権
・

労
働
基
本
権
の
確
立
、
民
主

主
義
の
発
展
、
世
界
の
恒
久

平
和
の
希
求
に
深
く
貢
献
し
、

そ
の
役
割
を
果
た
し
て
き
て

い
ま
す
。
現
在
の
メ
ー
デ
ー

は
、
米
国
の
労
働
者
が
労
働

条
件
の
改
善
を
訴
え
た
そ
の

想
い
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
働

く
仲
間
と
お
互
い
を
ね
ぎ
ら

い
、
讃
え
合
い
な
が
ら
、
家

族
や
地
域
の
み
な
さ
ん
に
も

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
一
大
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
全
国
各
地
で

開
か
れ
て
い
ま
す
。

※
連
合
「
メ
ー
デ
ー
中
央
大
会
」

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
よ
り
抜
粋

【
コ
ラ
ム
】
「
メ
ー
デ
ー
」
の
始
ま
り

各
地
区
集
会
に

組
合
員
が
参
加
！

○ＪＲ四国ホテルズユニオン【３月６日妥結】
・定期昇給の実施
・ベア５００円
（エキスパート社員は３００円、パートナー社員は２５０円）
・55歳到達者の本給減額の廃止
・助勤手当の引き上げ

○ジェイアール四国メンテナンス労組【３月18日妥結】
・定期昇給の実施
・ベア５％＋１，０００円
（指定研修社員は１，５００円、嘱託社員は5.1%）

・職務手当、技能手当の改定

○四万十ユニオン【３月18日妥結】
・通勤手当見直し

○ＪＲ四国ステーション開発労組【４月28日妥結】
・定期昇給の実施
・ベア５，８００円

第
８
回
本
部
執
行
委
員
会
開
催

※各グループ単組が発行するニュースについては、
「ＪＲ四国労組」ホームページ内「グループ労組業務情

報」を参照。

２ ０ ２ ４春 季 生 活 闘 争
Ｊ Ｒ 四 国 グ ル ー プ 労 組 妥 結 状 況

【 5/9時 点 】

大谷　 清
和田 庄平

2024

539
155

No.11 四国労組運動をチェック！



集
会
は
、
２
０
２
４
春
闘

交
渉
の
結
果
や
経
営
協
議
会

で
議
論
が
な
さ
れ
た
「
２

０
２
４
年
度
事
業
計
画
」

「
効
率
化
に
関
す
る
施
策
」

に
つ
い
て
本
部
よ
り
報
告
す

る
と
と
も
に
、
職
場
に
お
け

る
組
合
員
の
生
の
声
を
聞
く

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い

る
。
集
会
に
参
加
し
た
各
組

合
員
か
ら
は
、
今
次
春
闘
交

渉
に
お
け
る
ベ
ア
獲
得
及
び

定
期
昇
給
完
全
実
施
と
あ
わ

せ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
労
苦
に

報
い
る
と
し
て
要
求
し
た
一

時
金
に
つ
い
て
喜
び
の
声
が

挙
が
る
と
と
も
に
、
物
価
高

が
生
活
を
苦
し
め
て
い
る
こ

と
か
ら
、
期
末
手
当
に
対
し

期
待
す
る
意
見
が
出
た
。
加

え
て
昨
今
続
く
離
職
の
影
響

を
受
け
た
業
務
量
増
加
や
要

員
不
足
に
関
す
る
課
題
、
よ

り
柔
軟
な
働
き
方
を
求
め
る

意
見
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
た
。

本
部
は
こ
れ
に
対
し
、
「
ユ

ニ
オ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
３
」

を
活
用
し
、
労
働
条
件
の
改

善
に
引
き
続
き
取
り
組
む

と
と
も
に
、
と
り
わ
け
賃

金
面
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

賃
金
改
善
の
流
れ
を
継
続
し
、

「
連
続
性
」
を
も
っ
て
着
実

に
賃
金
水
準
を
改
善
し
て
い

く
方
向
性
を
改
め
て
示
し
た
。

職
場
対
話
行
動
は
、
組
合

員
に
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
運
動
を

周
知
し
、
意
思
統
一
を
図
る

う
え
で
も
重
要
な
活
動
と
位

置
づ
け
、
今
後
も
継
続
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
。
各
地
で

の
集
会
開
催
日
程
は
以
下
の

通
り
。

▽
高
知
支
部

４
月
８
日(

月)

▽
愛
媛
支
部

【
東
予
・
南
予
】

４
月
16
日(

火)

▽
愛
媛
支
部
【
松
山
】

４
月
17
日(

水)

▽
徳
島
支
部
【
徳
島
】

４
月
18
日(

木)

▽
徳
島
支
部
【
池
田
】

香
川
支
部
【
多
度
津
】

４
月
19
日(

金
）

▽
香
川
支
部
【
高
松
】

４
月
22
日(

月)

▽
本
社
支
部

４
月
26
日(

金)

▽
自
動
車
支
部(

予
定)

５
月
16
日(

木)

【
松
山
】

５
月
20
日(

月)

【
高
松
】

分
会
新
年
会
を
開
催
！

松
山
運
転
所
分
会
で
は
、

２
月
13
日
～
16
日
に
か
け

松
山
市
内
で
新
年
会
を
開

催
し
、
総
勢
１
２
４
名
も

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

今
ま
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
大
人
数
で
の
懇
親
会

が
制
限
さ
れ
組
合
員
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
こ
と
が
非
常
に
難

し
い
状
態
で
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
が
５
類
に
な
り
久
し

ぶ
り
に
新
年
会
を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

様
々
な
職
場
、
多
様
な
年

齢
の
組
合
員
が
参
加
し
た

た
め
、
普
段
職
場
で
話
せ

て
い
な
い
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ

と
が
で
き
、
大
変
楽
し
い

新
年
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
松
山
運
転
所
分

会
で
は
、
積
極
的
に
組
合

活
動
を
行
い
、
組
合
員
間

の
親
睦
と
団
結
強
化
を
行

い
、
様
々
な
活
動
を
企
画

し
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

松
山
運
転
所
分
会

越
智
憲
一
郎

玉
藻
公
園
に
て
花
見
を
開
催
！

香
川
支
部
は
支
部
主
催

レ
ク
を
４
年
ぶ
り
に
開
催

し
、
来
賓
の
山
本
悟
史
香

川
県
議
会
議
員
、
本
部
・

武
智
副
執
行
委
員
長
、
中

村
書
記
長
を
含
め
て
約
60

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

数
日
前
ま
で
は
、
あ
ま

り
良
く
な
い
天
気
予
報
で

し
た
が
、
当
日
は
天
気
も

味
方
に
つ
け
強
い
日
差
し

も
雨
も
降
る
こ
と
な
く
、

最
高
の
天
気
と
な
り
ま
し

た
。
お
弁
当
は
グ
ル
ー
プ

会
社
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開

発
に
お
願
い
し
、
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
開
発
労
組
組
合
員

の
方
に
弁
当
を
配
達
し
て

い
た
だ
き
、
交
流
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
支
部

主
催
と
い
う
こ
と
で
、
様
々

な
組
合
員
の
参
加
が
あ
り

職
種
、
年
齢
の
壁
を
越
え

て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
図
ら
れ
意
見
交
換
や

交
流
を
深
め
る
非
常
に
い

い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
幅
広
く
組
合
員
同

士
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
れ
る
よ
う
な
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画
、

開
催
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

香
川
支
部

土
井

俊
哉

第18回ボウリング大会の開催について

◆開催日 2024年 6月22日(土) ※ 15:15に集合
大 会 シーサイドボウル高松にて（15:30-17:15）
懇親会 とらべる亭にて（17:30-19:30）

◆対象者 各支部２チーム(１チーム４名以内)

※詳しくはＪＲ四国労組発第75号参照
お申込は各支部まで！

ＪＪＲＲ四四国国労労組組青青年年女女性性会会議議
第第3322回回定定期期委委員員会会のの開開催催ににつついいてて

１ 日 時 2024年 7月20日(土)14時より

２ 場 所 ホテルアネシス瀬戸大橋

３ 議 題
（1） 2023年度経過報告
（2） 2024年度活動方針（案）
（3） その他

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
４
月
22

日
（
月
）
、
交
通
重
点
政

策
２
０
２
３❘

２
０
２
４
」

及
び
「
補
足
版
」
に
基
づ

く
国
土
交
通
省
鉄
道
局
へ

の
要
請
行
動
及
び
Ｊ
Ｒ
連

合
産
業
政
策
委
員
と
鉄
道

局
各
課
・
室
の
実
務
担
当

者
と
の
意
見
交
換
を
実
施

し
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
か
ら

は
和
田
政
策
部
長
が
出
席

し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
冒
頭
、

Ｊ
Ｒ
連
合
を
代
表
し
て
上

村
産
業
政
策
委
員
長
か
ら

「
昨
今
離
職
が
続
く
な
か
、

Ｊ
Ｒ
産
業
の
魅
力
向
上
に

取
り
組
む
べ
く
、
様
々
な

観
点
か
ら
要
請
し
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
改
正
地
域
交

通
法
の
施
行
を
受
け
、
地

域
公
共
交
通
の
あ
り
方
が

注
目
を
集
め
て
い
る
。
ま

ち
づ
く
り
の
観
点
も
踏
ま

え
て
、
前
向
き
な
議
論
が

で
き
る
よ
う
下
支
え
を
お

願
い
す
る
」
と
強
く
要
請

し
た
。
要
望
書
を
受
け
取
っ

た
鉄
道
局
鈴
木
鉄
道
サ
ー

ビ
ス
政
策
室
長
は
、
物
流

に
係
る
２
０
２
４
年
問
題

や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
・
Ｄ
Ｘ
対
応
と
い
っ
た

各
要
請
項
目
に
対
す
る
所

感
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

「
改
正
地
域
交
通
法
の
狙

い
に
つ
い
て
、
関
係
者
に

趣
旨
を
し
っ
か
り
周
知
す

る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ

た
。そ

の
後
、
Ｊ
Ｒ
連
合
石

川
産
業
政
策
局
長
（
Ｊ
Ｒ

四
国
労
組
よ
り
選
出
）
を

は
じ
め
、
出
席
者
よ
り
上

記
の
課
題
に
加
え
て
、

「
コ
ス
ト
増
を
速
や
か
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
の
で
き

る
柔
軟
な
運
賃
・
料
金
設

定
の
引
き
続
き
の
検
討
」

「
Ｊ
Ｒ
会
社
間
の
連
携
強

化
の
促
進
」
「
高
速
鉄
道
・

新
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
等
諸
課
題
へ
の
取
り

組
み
」
に
つ
い
て
要
請
し
、

意
見
交
換
を
実
施
し
た
。

な
お
、
今
般
策
定
し
た

「
交
通
重
点
政
策
２
０
２

３❘

２
０
２
４
（
補
足
版
）
」

は
、
同
日
、
関
係
す
る
国

会
議
員
に
対
し
配
布
行
動

を
行
っ
た
。

ま
た
、
４
月
17
日
（
水
）

に
は
Ｊ
Ｒ
連
合
自
動
車
連

絡
会
が
自
動
車
局
に
対
す

る
要
請
行
動
と
意
見
交
換

を
実
施
。
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

か
ら
は
岩
本
自
動
車
支
部

委
員
長
が
出
席
し
た
。

冒
頭
、
Ｊ
Ｒ
連
合
を
代

表
し
て
矢
田
自
動
車
連
絡

会
代
表
幹
事
よ
り
「
コ
ロ

ナ
禍
収
束
に
よ
り
人
流
が

活
性
化
し
、
収
入
も
回
復

し
て
き
た
が
未
だ
コ
ロ
ナ

禍
前
の
水
準
に
は
及
ば
な

い
。
離
職
に
よ
り
人
手
不

足
は
深
刻
な
状
況
に
あ
り
、

他
産
業
よ
り
長
い
労
働
時

間
・
低
い
賃
金
を
改
善
し

人
財
の
確
保
・
定
着
を
図

る
べ
く
、
運
賃
制
度
の
見

直
し
や
補
助
の
拡
充
等
を

お
願
い
す
る
」
と
要
請
。

自
動
車
局
齋
藤
地
域
交
通

室
長
か
ら
は
、
「
２
０
２

４
年
問
題
は
バ
ス
業
界
に

も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

今
後
の
バ
ス
行
政
に
活
か

す
べ
く
生
の
現
場
の
声
を

聞
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

そ
の
後
出
席
し
た
各
幹
事

よ
り
、
「
労
働
時
間
改
善

に
向
け
た
課
題
へ
の
対
応
」

「
高
速
乗
合
バ
ス
の
運
賃
・

料
金
に
お
け
る
下
限
運
賃

の
設
定
」
「
燃
料
費
高
騰

へ
の
対
応
」
「
新
貨
幣
・

新
紙
幣
対
応
及
び
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入
に
係

る
支
援
」
「
優
良
事
業
者

の
評
価
及
び
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
の
付
与
」
等
に
つ
い
て

要
望
。
現
場
の
実
態
を
伝

え
る
と
と
も
に
、
魅
力
あ

る
バ
ス
産
業
と
す
る
た
め

に
は
制
度
の
見
直
し
な
ど

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
旨

を
強
く
訴
え
た
。

自

動

車

局

魅力あるバス産業に向け、
現場の実態を訴える！

国
土
交
通
省
へ
の

要
請
行
動
を
実
施幅広い課題について

実務担当者との意見交換を実施

鉄
道

局

職職
場場
対対
話話
行行
動動
２２
００
２２
４４
をを
開開
催催

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
４
月
８
日
（
月
）
の
高
知
支
部
を
皮
切
り
に
「
職
場
対
話
行
動
２

０
２
４
」
を
各
地
区
に
お
い
て
順
次
開
催
し
た
。
集
会
に
は
、
支
部
執
行
部
に
加
え
、
本

部
か
ら
も
大
谷
執
行
委
員
長
を
は
じ
め
担
当
役
員
等
が
出
席
。

２
０
２
４
春
闘
の
結
果
等
に
つ
い
て
本
部
よ
り
説
明
を
行
っ
た
後
、
参
加
し
た

組
合
員
か
ら
発
言
を
受
け
た
。
集
会
で
出
さ
れ
た
課
題
等
の
意
見
は
集
約
・
精
査
し
、

今
後
の
団
体
交
渉
や
経
営
協
議
会
等
を
通
じ
て
引
き
続
き
反
映
さ
せ
て
い
く
。

２０２４春闘の受け止めや職場課題について組
合員の生の声を聞く(高知地区)

愛媛支部（南予地区）

徳島支部（徳島地区）

香川支部（多度津地区）

本社支部

レレ
クク
・・
ササ
ーー
クク
ルル
だだ
よよ
りり

松
山
運
転
所
分
会

香
川
支
部

集
会
は
、
２
０
２
４
春
闘

交
渉
の
結
果
や
経
営
協
議
会

で
議
論
が
な
さ
れ
た
「
２

０
２
４
年
度
事
業
計
画
」

「
効
率
化
に
関
す
る
施
策
」

に
つ
い
て
本
部
よ
り
報
告
す

る
と
と
も
に
、
職
場
に
お
け

る
組
合
員
の
生
の
声
を
聞
く

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い

る
。
集
会
に
参
加
し
た
各
組

合
員
か
ら
は
、
今
次
春
闘
交

渉
に
お
け
る
ベ
ア
獲
得
及
び

定
期
昇
給
完
全
実
施
と
あ
わ

せ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
労
苦
に

報
い
る
と
し
て
要
求
し
た
一

時
金
に
つ
い
て
喜
び
の
声
が

挙
が
る
と
と
も
に
、
物
価
高

が
生
活
を
苦
し
め
て
い
る
こ

と
か
ら
、
期
末
手
当
に
対
し

期
待
す
る
意
見
が
出
た
。
加

え
て
昨
今
続
く
離
職
の
影
響

を
受
け
た
業
務
量
増
加
や
要

員
不
足
に
関
す
る
課
題
、
よ

り
柔
軟
な
働
き
方
を
求
め
る

意
見
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
た
。

本
部
は
こ
れ
に
対
し
、
「
ユ

ニ
オ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
３
」

を
活
用
し
、
労
働
条
件
の
改

善
に
引
き
続
き
取
り
組
む

と
と
も
に
、
と
り
わ
け
賃

金
面
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

賃
金
改
善
の
流
れ
を
継
続
し
、

「
連
続
性
」
を
も
っ
て
着
実

に
賃
金
水
準
を
改
善
し
て
い

く
方
向
性
を
改
め
て
示
し
た
。

職
場
対
話
行
動
は
、
組
合

員
に
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
運
動
を

周
知
し
、
意
思
統
一
を
図
る

う
え
で
も
重
要
な
活
動
と
位

置
づ
け
、
今
後
も
継
続
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
。
各
地
で

の
集
会
開
催
日
程
は
以
下
の

通
り
。

▽
高
知
支
部

４
月
８
日(

月)

▽
愛
媛
支
部

【
東
予
・
南
予
】

４
月
16
日(

火)

▽
愛
媛
支
部
【
松
山
】

４
月
17
日(

水)

▽
徳
島
支
部
【
徳
島
】

４
月
18
日(

木)

▽
徳
島
支
部
【
池
田
】

香
川
支
部
【
多
度
津
】

４
月
19
日(

金
）

▽
香
川
支
部
【
高
松
】

４
月
22
日(

月)

▽
本
社
支
部

４
月
26
日(

金)

▽
自
動
車
支
部(

予
定)

５
月
16
日(

木)

【
松
山
】

５
月
20
日(

月)

【
高
松
】

分
会
新
年
会
を
開
催
！

松
山
運
転
所
分
会
で
は
、

２
月
13
日
～
16
日
に
か
け

松
山
市
内
で
新
年
会
を
開

催
し
、
総
勢
１
２
４
名
も

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

今
ま
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
大
人
数
で
の
懇
親
会

が
制
限
さ
れ
組
合
員
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
こ
と
が
非
常
に
難

し
い
状
態
で
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
が
５
類
に
な
り
久
し

ぶ
り
に
新
年
会
を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

様
々
な
職
場
、
多
様
な
年

齢
の
組
合
員
が
参
加
し
た

た
め
、
普
段
職
場
で
話
せ

て
い
な
い
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ

と
が
で
き
、
大
変
楽
し
い

新
年
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
松
山
運
転
所
分

会
で
は
、
積
極
的
に
組
合

活
動
を
行
い
、
組
合
員
間

の
親
睦
と
団
結
強
化
を
行

い
、
様
々
な
活
動
を
企
画

し
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

松
山
運
転
所
分
会

越
智
憲
一
郎

玉
藻
公
園
に
て
花
見
を
開
催
！

香
川
支
部
は
支
部
主
催

レ
ク
を
４
年
ぶ
り
に
開
催

し
、
来
賓
の
山
本
悟
史
香

川
県
議
会
議
員
、
本
部
・

武
智
副
執
行
委
員
長
、
中

村
書
記
長
を
含
め
て
約
60

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

数
日
前
ま
で
は
、
あ
ま

り
良
く
な
い
天
気
予
報
で

し
た
が
、
当
日
は
天
気
も

味
方
に
つ
け
強
い
日
差
し

も
雨
も
降
る
こ
と
な
く
、

最
高
の
天
気
と
な
り
ま
し

た
。
お
弁
当
は
グ
ル
ー
プ

会
社
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開

発
に
お
願
い
し
、
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
開
発
労
組
組
合
員

の
方
に
弁
当
を
配
達
し
て

い
た
だ
き
、
交
流
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
支
部

主
催
と
い
う
こ
と
で
、
様
々

な
組
合
員
の
参
加
が
あ
り

職
種
、
年
齢
の
壁
を
越
え

て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
図
ら
れ
意
見
交
換
や

交
流
を
深
め
る
非
常
に
い

い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
幅
広
く
組
合
員
同

士
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
れ
る
よ
う
な
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画
、

開
催
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

香
川
支
部

土
井

俊
哉

第18回ボウリング大会の開催について

◆開催日 2024年 6月22日(土) ※ 15:15に集合
大 会 シーサイドボウル高松にて（15:30-17:15）
懇親会 とらべる亭にて（17:30-19:30）

◆対象者 各支部２チーム(１チーム４名以内)

※詳しくはＪＲ四国労組発第75号参照
お申込は各支部まで！

ＪＪＲＲ四四国国労労組組青青年年女女性性会会議議
第第3322回回定定期期委委員員会会のの開開催催ににつついいてて

１ 日 時 2024年 7月20日(土)14時より

２ 場 所 ホテルアネシス瀬戸大橋

３ 議 題
（1） 2023年度経過報告
（2） 2024年度活動方針（案）
（3） その他

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
４
月
22

日
（
月
）
、
交
通
重
点
政

策
２
０
２
３❘

２
０
２
４
」

及
び
「
補
足
版
」
に
基
づ

く
国
土
交
通
省
鉄
道
局
へ

の
要
請
行
動
及
び
Ｊ
Ｒ
連

合
産
業
政
策
委
員
と
鉄
道

局
各
課
・
室
の
実
務
担
当

者
と
の
意
見
交
換
を
実
施

し
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
か
ら

は
和
田
政
策
部
長
が
出
席

し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
冒
頭
、

Ｊ
Ｒ
連
合
を
代
表
し
て
上

村
産
業
政
策
委
員
長
か
ら

「
昨
今
離
職
が
続
く
な
か
、

Ｊ
Ｒ
産
業
の
魅
力
向
上
に

取
り
組
む
べ
く
、
様
々
な

観
点
か
ら
要
請
し
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
改
正
地
域
交

通
法
の
施
行
を
受
け
、
地

域
公
共
交
通
の
あ
り
方
が

注
目
を
集
め
て
い
る
。
ま

ち
づ
く
り
の
観
点
も
踏
ま

え
て
、
前
向
き
な
議
論
が

で
き
る
よ
う
下
支
え
を
お

願
い
す
る
」
と
強
く
要
請

し
た
。
要
望
書
を
受
け
取
っ

た
鉄
道
局
鈴
木
鉄
道
サ
ー

ビ
ス
政
策
室
長
は
、
物
流

に
係
る
２
０
２
４
年
問
題

や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
・
Ｄ
Ｘ
対
応
と
い
っ
た

各
要
請
項
目
に
対
す
る
所

感
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

「
改
正
地
域
交
通
法
の
狙

い
に
つ
い
て
、
関
係
者
に

趣
旨
を
し
っ
か
り
周
知
す

る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ

た
。そ

の
後
、
Ｊ
Ｒ
連
合
石

川
産
業
政
策
局
長
（
Ｊ
Ｒ

四
国
労
組
よ
り
選
出
）
を

は
じ
め
、
出
席
者
よ
り
上

記
の
課
題
に
加
え
て
、

「
コ
ス
ト
増
を
速
や
か
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
の
で
き

る
柔
軟
な
運
賃
・
料
金
設

定
の
引
き
続
き
の
検
討
」

「
Ｊ
Ｒ
会
社
間
の
連
携
強

化
の
促
進
」
「
高
速
鉄
道
・

新
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
等
諸
課
題
へ
の
取
り

組
み
」
に
つ
い
て
要
請
し
、

意
見
交
換
を
実
施
し
た
。

な
お
、
今
般
策
定
し
た

「
交
通
重
点
政
策
２
０
２

３❘

２
０
２
４
（
補
足
版
）
」

は
、
同
日
、
関
係
す
る
国

会
議
員
に
対
し
配
布
行
動

を
行
っ
た
。

ま
た
、
４
月
17
日
（
水
）

に
は
Ｊ
Ｒ
連
合
自
動
車
連

絡
会
が
自
動
車
局
に
対
す

る
要
請
行
動
と
意
見
交
換

を
実
施
。
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

か
ら
は
岩
本
自
動
車
支
部

委
員
長
が
出
席
し
た
。

冒
頭
、
Ｊ
Ｒ
連
合
を
代

表
し
て
矢
田
自
動
車
連
絡

会
代
表
幹
事
よ
り
「
コ
ロ

ナ
禍
収
束
に
よ
り
人
流
が

活
性
化
し
、
収
入
も
回
復

し
て
き
た
が
未
だ
コ
ロ
ナ

禍
前
の
水
準
に
は
及
ば
な

い
。
離
職
に
よ
り
人
手
不

足
は
深
刻
な
状
況
に
あ
り
、

他
産
業
よ
り
長
い
労
働
時

間
・
低
い
賃
金
を
改
善
し

人
財
の
確
保
・
定
着
を
図

る
べ
く
、
運
賃
制
度
の
見

直
し
や
補
助
の
拡
充
等
を

お
願
い
す
る
」
と
要
請
。

自
動
車
局
齋
藤
地
域
交
通

室
長
か
ら
は
、
「
２
０
２

４
年
問
題
は
バ
ス
業
界
に

も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

今
後
の
バ
ス
行
政
に
活
か

す
べ
く
生
の
現
場
の
声
を

聞
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

そ
の
後
出
席
し
た
各
幹
事

よ
り
、
「
労
働
時
間
改
善

に
向
け
た
課
題
へ
の
対
応
」

「
高
速
乗
合
バ
ス
の
運
賃
・

料
金
に
お
け
る
下
限
運
賃

の
設
定
」
「
燃
料
費
高
騰

へ
の
対
応
」
「
新
貨
幣
・

新
紙
幣
対
応
及
び
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入
に
係

る
支
援
」
「
優
良
事
業
者

の
評
価
及
び
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
の
付
与
」
等
に
つ
い
て

要
望
。
現
場
の
実
態
を
伝

え
る
と
と
も
に
、
魅
力
あ

る
バ
ス
産
業
と
す
る
た
め

に
は
制
度
の
見
直
し
な
ど

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
旨

を
強
く
訴
え
た
。

自

動

車

局

魅力あるバス産業に向け、
現場の実態を訴える！

国
土
交
通
省
へ
の

要
請
行
動
を
実
施幅広い課題について

実務担当者との意見交換を実施

鉄
道

局

職職
場場
対対
話話
行行
動動
２２
００
２２
４４
をを
開開
催催

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
４
月
８
日
（
月
）
の
高
知
支
部
を
皮
切
り
に
「
職
場
対
話
行
動
２

０
２
４
」
を
各
地
区
に
お
い
て
順
次
開
催
し
た
。
集
会
に
は
、
支
部
執
行
部
に
加
え
、
本

部
か
ら
も
大
谷
執
行
委
員
長
を
は
じ
め
担
当
役
員
等
が
出
席
。

２
０
２
４
春
闘
の
結
果
等
に
つ
い
て
本
部
よ
り
説
明
を
行
っ
た
後
、
参
加
し
た

組
合
員
か
ら
発
言
を
受
け
た
。
集
会
で
出
さ
れ
た
課
題
等
の
意
見
は
集
約
・
精
査
し
、

今
後
の
団
体
交
渉
や
経
営
協
議
会
等
を
通
じ
て
引
き
続
き
反
映
さ
せ
て
い
く
。

２０２４春闘の受け止めや職場課題について組
合員の生の声を聞く(高知地区)

愛媛支部（南予地区）

徳島支部（徳島地区）

香川支部（多度津地区）

本社支部

レレ
クク
・・
ササ
ーー
クク
ルル
だだ
よよ
りり

松
山
運
転
所
分
会

香
川
支
部

集
会
は
、
２
０
２
４
春
闘

交
渉
の
結
果
や
経
営
協
議
会

で
議
論
が
な
さ
れ
た
「
２

０
２
４
年
度
事
業
計
画
」

「
効
率
化
に
関
す
る
施
策
」

に
つ
い
て
本
部
よ
り
報
告
す

る
と
と
も
に
、
職
場
に
お
け

る
組
合
員
の
生
の
声
を
聞
く

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い

る
。
集
会
に
参
加
し
た
各
組

合
員
か
ら
は
、
今
次
春
闘
交

渉
に
お
け
る
ベ
ア
獲
得
及
び

定
期
昇
給
完
全
実
施
と
あ
わ

せ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
労
苦
に

報
い
る
と
し
て
要
求
し
た
一

時
金
に
つ
い
て
喜
び
の
声
が

挙
が
る
と
と
も
に
、
物
価
高

が
生
活
を
苦
し
め
て
い
る
こ

と
か
ら
、
期
末
手
当
に
対
し

期
待
す
る
意
見
が
出
た
。
加

え
て
昨
今
続
く
離
職
の
影
響

を
受
け
た
業
務
量
増
加
や
要

員
不
足
に
関
す
る
課
題
、
よ

り
柔
軟
な
働
き
方
を
求
め
る

意
見
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
た
。

本
部
は
こ
れ
に
対
し
、
「
ユ

ニ
オ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
３
」

を
活
用
し
、
労
働
条
件
の
改

善
に
引
き
続
き
取
り
組
む

と
と
も
に
、
と
り
わ
け
賃

金
面
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

賃
金
改
善
の
流
れ
を
継
続
し
、

「
連
続
性
」
を
も
っ
て
着
実

に
賃
金
水
準
を
改
善
し
て
い

く
方
向
性
を
改
め
て
示
し
た
。

職
場
対
話
行
動
は
、
組
合

員
に
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
運
動
を

周
知
し
、
意
思
統
一
を
図
る

う
え
で
も
重
要
な
活
動
と
位

置
づ
け
、
今
後
も
継
続
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
。
各
地
で

の
集
会
開
催
日
程
は
以
下
の

通
り
。

▽
高
知
支
部

４
月
８
日(

月)

▽
愛
媛
支
部

【
東
予
・
南
予
】

４
月
16
日(

火)

▽
愛
媛
支
部
【
松
山
】

４
月
17
日(

水)

▽
徳
島
支
部
【
徳
島
】

４
月
18
日(

木)

▽
徳
島
支
部
【
池
田
】

香
川
支
部
【
多
度
津
】

４
月
19
日(

金
）

▽
香
川
支
部
【
高
松
】

４
月
22
日(

月)

▽
本
社
支
部

４
月
26
日(

金)

▽
自
動
車
支
部(

予
定)

５
月
16
日(

木)

【
松
山
】

５
月
20
日(

月)

【
高
松
】

分
会
新
年
会
を
開
催
！

松
山
運
転
所
分
会
で
は
、

２
月
13
日
～
16
日
に
か
け

松
山
市
内
で
新
年
会
を
開

催
し
、
総
勢
１
２
４
名
も

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

今
ま
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
大
人
数
で
の
懇
親
会

が
制
限
さ
れ
組
合
員
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
こ
と
が
非
常
に
難

し
い
状
態
で
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
が
５
類
に
な
り
久
し

ぶ
り
に
新
年
会
を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

様
々
な
職
場
、
多
様
な
年

齢
の
組
合
員
が
参
加
し
た

た
め
、
普
段
職
場
で
話
せ

て
い
な
い
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ

と
が
で
き
、
大
変
楽
し
い

新
年
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
松
山
運
転
所
分

会
で
は
、
積
極
的
に
組
合

活
動
を
行
い
、
組
合
員
間

の
親
睦
と
団
結
強
化
を
行

い
、
様
々
な
活
動
を
企
画

し
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

松
山
運
転
所
分
会

越
智
憲
一
郎

玉
藻
公
園
に
て
花
見
を
開
催
！

香
川
支
部
は
支
部
主
催

レ
ク
を
４
年
ぶ
り
に
開
催

し
、
来
賓
の
山
本
悟
史
香

川
県
議
会
議
員
、
本
部
・

武
智
副
執
行
委
員
長
、
中

村
書
記
長
を
含
め
て
約
60

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

数
日
前
ま
で
は
、
あ
ま

り
良
く
な
い
天
気
予
報
で

し
た
が
、
当
日
は
天
気
も

味
方
に
つ
け
強
い
日
差
し

も
雨
も
降
る
こ
と
な
く
、

最
高
の
天
気
と
な
り
ま
し

た
。
お
弁
当
は
グ
ル
ー
プ

会
社
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開

発
に
お
願
い
し
、
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
開
発
労
組
組
合
員

の
方
に
弁
当
を
配
達
し
て

い
た
だ
き
、
交
流
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
支
部

主
催
と
い
う
こ
と
で
、
様
々

な
組
合
員
の
参
加
が
あ
り

職
種
、
年
齢
の
壁
を
越
え

て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
図
ら
れ
意
見
交
換
や

交
流
を
深
め
る
非
常
に
い

い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
幅
広
く
組
合
員
同

士
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
れ
る
よ
う
な
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画
、

開
催
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

香
川
支
部

土
井

俊
哉

第18回ボウリング大会の開催について

◆開催日 2024年 6月22日(土) ※ 15:15に集合
大 会 シーサイドボウル高松にて（15:30-17:15）
懇親会 とらべる亭にて（17:30-19:30）

◆対象者 各支部２チーム(１チーム４名以内)

※詳しくはＪＲ四国労組発第75号参照
お申込は各支部まで！

ＪＪＲＲ四四国国労労組組青青年年女女性性会会議議
第第3322回回定定期期委委員員会会のの開開催催ににつついいてて

１ 日 時 2024年 7月20日(土)14時より

２ 場 所 ホテルアネシス瀬戸大橋

３ 議 題
（1） 2023年度経過報告
（2） 2024年度活動方針（案）
（3） その他

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
４
月
22

日
（
月
）
、
交
通
重
点
政

策
２
０
２
３❘

２
０
２
４
」

及
び
「
補
足
版
」
に
基
づ

く
国
土
交
通
省
鉄
道
局
へ

の
要
請
行
動
及
び
Ｊ
Ｒ
連

合
産
業
政
策
委
員
と
鉄
道

局
各
課
・
室
の
実
務
担
当

者
と
の
意
見
交
換
を
実
施

し
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
か
ら

は
和
田
政
策
部
長
が
出
席

し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
冒
頭
、

Ｊ
Ｒ
連
合
を
代
表
し
て
上

村
産
業
政
策
委
員
長
か
ら

「
昨
今
離
職
が
続
く
な
か
、

Ｊ
Ｒ
産
業
の
魅
力
向
上
に

取
り
組
む
べ
く
、
様
々
な

観
点
か
ら
要
請
し
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
改
正
地
域
交

通
法
の
施
行
を
受
け
、
地

域
公
共
交
通
の
あ
り
方
が

注
目
を
集
め
て
い
る
。
ま

ち
づ
く
り
の
観
点
も
踏
ま

え
て
、
前
向
き
な
議
論
が

で
き
る
よ
う
下
支
え
を
お

願
い
す
る
」
と
強
く
要
請

し
た
。
要
望
書
を
受
け
取
っ

た
鉄
道
局
鈴
木
鉄
道
サ
ー

ビ
ス
政
策
室
長
は
、
物
流

に
係
る
２
０
２
４
年
問
題

や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
・
Ｄ
Ｘ
対
応
と
い
っ
た

各
要
請
項
目
に
対
す
る
所

感
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

「
改
正
地
域
交
通
法
の
狙

い
に
つ
い
て
、
関
係
者
に

趣
旨
を
し
っ
か
り
周
知
す

る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ

た
。そ

の
後
、
Ｊ
Ｒ
連
合
石

川
産
業
政
策
局
長
（
Ｊ
Ｒ

四
国
労
組
よ
り
選
出
）
を

は
じ
め
、
出
席
者
よ
り
上

記
の
課
題
に
加
え
て
、

「
コ
ス
ト
増
を
速
や
か
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
の
で
き

る
柔
軟
な
運
賃
・
料
金
設

定
の
引
き
続
き
の
検
討
」

「
Ｊ
Ｒ
会
社
間
の
連
携
強

化
の
促
進
」
「
高
速
鉄
道
・

新
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
等
諸
課
題
へ
の
取
り

組
み
」
に
つ
い
て
要
請
し
、

意
見
交
換
を
実
施
し
た
。

な
お
、
今
般
策
定
し
た

「
交
通
重
点
政
策
２
０
２

３❘

２
０
２
４
（
補
足
版
）
」

は
、
同
日
、
関
係
す
る
国

会
議
員
に
対
し
配
布
行
動

を
行
っ
た
。

ま
た
、
４
月
17
日
（
水
）

に
は
Ｊ
Ｒ
連
合
自
動
車
連

絡
会
が
自
動
車
局
に
対
す

る
要
請
行
動
と
意
見
交
換

を
実
施
。
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

か
ら
は
岩
本
自
動
車
支
部

委
員
長
が
出
席
し
た
。

冒
頭
、
Ｊ
Ｒ
連
合
を
代

表
し
て
矢
田
自
動
車
連
絡

会
代
表
幹
事
よ
り
「
コ
ロ

ナ
禍
収
束
に
よ
り
人
流
が

活
性
化
し
、
収
入
も
回
復

し
て
き
た
が
未
だ
コ
ロ
ナ

禍
前
の
水
準
に
は
及
ば
な

い
。
離
職
に
よ
り
人
手
不

足
は
深
刻
な
状
況
に
あ
り
、

他
産
業
よ
り
長
い
労
働
時

間
・
低
い
賃
金
を
改
善
し

人
財
の
確
保
・
定
着
を
図

る
べ
く
、
運
賃
制
度
の
見

直
し
や
補
助
の
拡
充
等
を

お
願
い
す
る
」
と
要
請
。

自
動
車
局
齋
藤
地
域
交
通

室
長
か
ら
は
、
「
２
０
２

４
年
問
題
は
バ
ス
業
界
に

も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

今
後
の
バ
ス
行
政
に
活
か

す
べ
く
生
の
現
場
の
声
を

聞
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

そ
の
後
出
席
し
た
各
幹
事

よ
り
、
「
労
働
時
間
改
善

に
向
け
た
課
題
へ
の
対
応
」

「
高
速
乗
合
バ
ス
の
運
賃
・

料
金
に
お
け
る
下
限
運
賃

の
設
定
」
「
燃
料
費
高
騰

へ
の
対
応
」
「
新
貨
幣
・

新
紙
幣
対
応
及
び
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入
に
係

る
支
援
」
「
優
良
事
業
者

の
評
価
及
び
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
の
付
与
」
等
に
つ
い
て

要
望
。
現
場
の
実
態
を
伝

え
る
と
と
も
に
、
魅
力
あ

る
バ
ス
産
業
と
す
る
た
め

に
は
制
度
の
見
直
し
な
ど

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
旨

を
強
く
訴
え
た
。

自

動

車

局

魅力あるバス産業に向け、
現場の実態を訴える！

国
土
交
通
省
へ
の

要
請
行
動
を
実
施幅広い課題について

実務担当者との意見交換を実施

鉄
道

局

職職
場場
対対
話話
行行
動動
２２
００
２２
４４
をを
開開
催催

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
４
月
８
日
（
月
）
の
高
知
支
部
を
皮
切
り
に
「
職
場
対
話
行
動
２

０
２
４
」
を
各
地
区
に
お
い
て
順
次
開
催
し
た
。
集
会
に
は
、
支
部
執
行
部
に
加
え
、
本

部
か
ら
も
大
谷
執
行
委
員
長
を
は
じ
め
担
当
役
員
等
が
出
席
。

２
０
２
４
春
闘
の
結
果
等
に
つ
い
て
本
部
よ
り
説
明
を
行
っ
た
後
、
参
加
し
た

組
合
員
か
ら
発
言
を
受
け
た
。
集
会
で
出
さ
れ
た
課
題
等
の
意
見
は
集
約
・
精
査
し
、

今
後
の
団
体
交
渉
や
経
営
協
議
会
等
を
通
じ
て
引
き
続
き
反
映
さ
せ
て
い
く
。

２０２４春闘の受け止めや職場課題について組
合員の生の声を聞く(高知地区)

愛媛支部（南予地区）

徳島支部（徳島地区）

香川支部（多度津地区）

本社支部

レレ
クク
・・
ササ
ーー
クク
ルル
だだ
よよ
りり

松
山
運
転
所
分
会

香
川
支
部

集
会
は
、
２
０
２
４
春
闘

交
渉
の
結
果
や
経
営
協
議
会

で
議
論
が
な
さ
れ
た
「
２

０
２
４
年
度
事
業
計
画
」

「
効
率
化
に
関
す
る
施
策
」

に
つ
い
て
本
部
よ
り
報
告
す

る
と
と
も
に
、
職
場
に
お
け

る
組
合
員
の
生
の
声
を
聞
く

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い

る
。
集
会
に
参
加
し
た
各
組

合
員
か
ら
は
、
今
次
春
闘
交

渉
に
お
け
る
ベ
ア
獲
得
及
び

定
期
昇
給
完
全
実
施
と
あ
わ

せ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
労
苦
に

報
い
る
と
し
て
要
求
し
た
一

時
金
に
つ
い
て
喜
び
の
声
が

挙
が
る
と
と
も
に
、
物
価
高

が
生
活
を
苦
し
め
て
い
る
こ

と
か
ら
、
期
末
手
当
に
対
し

期
待
す
る
意
見
が
出
た
。
加

え
て
昨
今
続
く
離
職
の
影
響

を
受
け
た
業
務
量
増
加
や
要

員
不
足
に
関
す
る
課
題
、
よ

り
柔
軟
な
働
き
方
を
求
め
る

意
見
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
た
。

本
部
は
こ
れ
に
対
し
、
「
ユ

ニ
オ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
３
」

を
活
用
し
、
労
働
条
件
の
改

善
に
引
き
続
き
取
り
組
む

と
と
も
に
、
と
り
わ
け
賃

金
面
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

賃
金
改
善
の
流
れ
を
継
続
し
、

「
連
続
性
」
を
も
っ
て
着
実

に
賃
金
水
準
を
改
善
し
て
い

く
方
向
性
を
改
め
て
示
し
た
。

職
場
対
話
行
動
は
、
組
合

員
に
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
運
動
を

周
知
し
、
意
思
統
一
を
図
る

う
え
で
も
重
要
な
活
動
と
位

置
づ
け
、
今
後
も
継
続
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
。
各
地
で

の
集
会
開
催
日
程
は
以
下
の

通
り
。

▽
高
知
支
部

４
月
８
日(

月)

▽
愛
媛
支
部

【
東
予
・
南
予
】

４
月
16
日(

火)

▽
愛
媛
支
部
【
松
山
】

４
月
17
日(

水)

▽
徳
島
支
部
【
徳
島
】

４
月
18
日(

木)

▽
徳
島
支
部
【
池
田
】

香
川
支
部
【
多
度
津
】

４
月
19
日(

金
）

▽
香
川
支
部
【
高
松
】

４
月
22
日(

月)

▽
本
社
支
部

４
月
26
日(

金)

▽
自
動
車
支
部(

予
定)

５
月
16
日(

木)

【
松
山
】

５
月
20
日(

月)

【
高
松
】

分
会
新
年
会
を
開
催
！

松
山
運
転
所
分
会
で
は
、

２
月
13
日
～
16
日
に
か
け

松
山
市
内
で
新
年
会
を
開

催
し
、
総
勢
１
２
４
名
も

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

今
ま
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
大
人
数
で
の
懇
親
会

が
制
限
さ
れ
組
合
員
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
こ
と
が
非
常
に
難

し
い
状
態
で
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
が
５
類
に
な
り
久
し

ぶ
り
に
新
年
会
を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

様
々
な
職
場
、
多
様
な
年

齢
の
組
合
員
が
参
加
し
た

た
め
、
普
段
職
場
で
話
せ

て
い
な
い
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ

と
が
で
き
、
大
変
楽
し
い

新
年
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
松
山
運
転
所
分

会
で
は
、
積
極
的
に
組
合

活
動
を
行
い
、
組
合
員
間

の
親
睦
と
団
結
強
化
を
行

い
、
様
々
な
活
動
を
企
画

し
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

松
山
運
転
所
分
会

越
智
憲
一
郎

玉
藻
公
園
に
て
花
見
を
開
催
！

香
川
支
部
は
支
部
主
催

レ
ク
を
４
年
ぶ
り
に
開
催

し
、
来
賓
の
山
本
悟
史
香

川
県
議
会
議
員
、
本
部
・

武
智
副
執
行
委
員
長
、
中

村
書
記
長
を
含
め
て
約
60

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

数
日
前
ま
で
は
、
あ
ま

り
良
く
な
い
天
気
予
報
で

し
た
が
、
当
日
は
天
気
も

味
方
に
つ
け
強
い
日
差
し

も
雨
も
降
る
こ
と
な
く
、

最
高
の
天
気
と
な
り
ま
し

た
。
お
弁
当
は
グ
ル
ー
プ

会
社
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開

発
に
お
願
い
し
、
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
開
発
労
組
組
合
員

の
方
に
弁
当
を
配
達
し
て

い
た
だ
き
、
交
流
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
支
部

主
催
と
い
う
こ
と
で
、
様
々

な
組
合
員
の
参
加
が
あ
り

職
種
、
年
齢
の
壁
を
越
え

て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
図
ら
れ
意
見
交
換
や

交
流
を
深
め
る
非
常
に
い

い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
幅
広
く
組
合
員
同

士
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
れ
る
よ
う
な
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画
、

開
催
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

香
川
支
部

土
井

俊
哉

第18回ボウリング大会の開催について

◆開催日 2024年 6月22日(土) ※ 15:15に集合
大 会 シーサイドボウル高松にて（15:30-17:15）
懇親会 とらべる亭にて（17:30-19:30）

◆対象者 各支部２チーム(１チーム４名以内)

※詳しくはＪＲ四国労組発第75号参照
お申込は各支部まで！

ＪＪＲＲ四四国国労労組組青青年年女女性性会会議議
第第3322回回定定期期委委員員会会のの開開催催ににつついいてて

１ 日 時 2024年 7月20日(土)14時より

２ 場 所 ホテルアネシス瀬戸大橋

３ 議 題
（1） 2023年度経過報告
（2） 2024年度活動方針（案）
（3） その他

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
４
月
22

日
（
月
）
、
交
通
重
点
政

策
２
０
２
３❘

２
０
２
４
」

及
び
「
補
足
版
」
に
基
づ

く
国
土
交
通
省
鉄
道
局
へ

の
要
請
行
動
及
び
Ｊ
Ｒ
連

合
産
業
政
策
委
員
と
鉄
道

局
各
課
・
室
の
実
務
担
当

者
と
の
意
見
交
換
を
実
施

し
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
か
ら

は
和
田
政
策
部
長
が
出
席

し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
冒
頭
、

Ｊ
Ｒ
連
合
を
代
表
し
て
上

村
産
業
政
策
委
員
長
か
ら

「
昨
今
離
職
が
続
く
な
か
、

Ｊ
Ｒ
産
業
の
魅
力
向
上
に

取
り
組
む
べ
く
、
様
々
な

観
点
か
ら
要
請
し
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
改
正
地
域
交

通
法
の
施
行
を
受
け
、
地

域
公
共
交
通
の
あ
り
方
が

注
目
を
集
め
て
い
る
。
ま

ち
づ
く
り
の
観
点
も
踏
ま

え
て
、
前
向
き
な
議
論
が

で
き
る
よ
う
下
支
え
を
お

願
い
す
る
」
と
強
く
要
請

し
た
。
要
望
書
を
受
け
取
っ

た
鉄
道
局
鈴
木
鉄
道
サ
ー

ビ
ス
政
策
室
長
は
、
物
流

に
係
る
２
０
２
４
年
問
題

や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
・
Ｄ
Ｘ
対
応
と
い
っ
た

各
要
請
項
目
に
対
す
る
所

感
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

「
改
正
地
域
交
通
法
の
狙

い
に
つ
い
て
、
関
係
者
に

趣
旨
を
し
っ
か
り
周
知
す

る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ

た
。そ

の
後
、
Ｊ
Ｒ
連
合
石

川
産
業
政
策
局
長
（
Ｊ
Ｒ

四
国
労
組
よ
り
選
出
）
を

は
じ
め
、
出
席
者
よ
り
上

記
の
課
題
に
加
え
て
、

「
コ
ス
ト
増
を
速
や
か
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
の
で
き

る
柔
軟
な
運
賃
・
料
金
設

定
の
引
き
続
き
の
検
討
」

「
Ｊ
Ｒ
会
社
間
の
連
携
強

化
の
促
進
」
「
高
速
鉄
道
・

新
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
等
諸
課
題
へ
の
取
り

組
み
」
に
つ
い
て
要
請
し
、

意
見
交
換
を
実
施
し
た
。

な
お
、
今
般
策
定
し
た

「
交
通
重
点
政
策
２
０
２

３❘

２
０
２
４
（
補
足
版
）
」

は
、
同
日
、
関
係
す
る
国

会
議
員
に
対
し
配
布
行
動

を
行
っ
た
。

ま
た
、
４
月
17
日
（
水
）

に
は
Ｊ
Ｒ
連
合
自
動
車
連

絡
会
が
自
動
車
局
に
対
す

る
要
請
行
動
と
意
見
交
換

を
実
施
。
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

か
ら
は
岩
本
自
動
車
支
部

委
員
長
が
出
席
し
た
。

冒
頭
、
Ｊ
Ｒ
連
合
を
代

表
し
て
矢
田
自
動
車
連
絡

会
代
表
幹
事
よ
り
「
コ
ロ

ナ
禍
収
束
に
よ
り
人
流
が

活
性
化
し
、
収
入
も
回
復

し
て
き
た
が
未
だ
コ
ロ
ナ

禍
前
の
水
準
に
は
及
ば
な

い
。
離
職
に
よ
り
人
手
不

足
は
深
刻
な
状
況
に
あ
り
、

他
産
業
よ
り
長
い
労
働
時

間
・
低
い
賃
金
を
改
善
し

人
財
の
確
保
・
定
着
を
図

る
べ
く
、
運
賃
制
度
の
見

直
し
や
補
助
の
拡
充
等
を

お
願
い
す
る
」
と
要
請
。

自
動
車
局
齋
藤
地
域
交
通

室
長
か
ら
は
、
「
２
０
２

４
年
問
題
は
バ
ス
業
界
に

も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

今
後
の
バ
ス
行
政
に
活
か

す
べ
く
生
の
現
場
の
声
を

聞
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

そ
の
後
出
席
し
た
各
幹
事

よ
り
、
「
労
働
時
間
改
善

に
向
け
た
課
題
へ
の
対
応
」

「
高
速
乗
合
バ
ス
の
運
賃
・

料
金
に
お
け
る
下
限
運
賃

の
設
定
」
「
燃
料
費
高
騰

へ
の
対
応
」
「
新
貨
幣
・

新
紙
幣
対
応
及
び
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入
に
係

る
支
援
」
「
優
良
事
業
者

の
評
価
及
び
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
の
付
与
」
等
に
つ
い
て

要
望
。
現
場
の
実
態
を
伝

え
る
と
と
も
に
、
魅
力
あ

る
バ
ス
産
業
と
す
る
た
め

に
は
制
度
の
見
直
し
な
ど

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
旨

を
強
く
訴
え
た
。

自

動

車

局

魅力あるバス産業に向け、
現場の実態を訴える！

国
土
交
通
省
へ
の

要
請
行
動
を
実
施幅広い課題について

実務担当者との意見交換を実施

鉄
道

局

職職
場場
対対
話話
行行
動動
２２
００
２２
４４
をを
開開
催催

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
４
月
８
日
（
月
）
の
高
知
支
部
を
皮
切
り
に
「
職
場
対
話
行
動
２

０
２
４
」
を
各
地
区
に
お
い
て
順
次
開
催
し
た
。
集
会
に
は
、
支
部
執
行
部
に
加
え
、
本

部
か
ら
も
大
谷
執
行
委
員
長
を
は
じ
め
担
当
役
員
等
が
出
席
。

２
０
２
４
春
闘
の
結
果
等
に
つ
い
て
本
部
よ
り
説
明
を
行
っ
た
後
、
参
加
し
た

組
合
員
か
ら
発
言
を
受
け
た
。
集
会
で
出
さ
れ
た
課
題
等
の
意
見
は
集
約
・
精
査
し
、

今
後
の
団
体
交
渉
や
経
営
協
議
会
等
を
通
じ
て
引
き
続
き
反
映
さ
せ
て
い
く
。

２０２４春闘の受け止めや職場課題について組
合員の生の声を聞く(高知地区)

愛媛支部（南予地区）

徳島支部（徳島地区）

香川支部（多度津地区）

本社支部

レレ
クク
・・
ササ
ーー
クク
ルル
だだ
よよ
りり

松
山
運
転
所
分
会

香
川
支
部

集
会
は
、
２
０
２
４
春
闘

交
渉
の
結
果
や
経
営
協
議
会

で
議
論
が
な
さ
れ
た
「
２

０
２
４
年
度
事
業
計
画
」

「
効
率
化
に
関
す
る
施
策
」

に
つ
い
て
本
部
よ
り
報
告
す

る
と
と
も
に
、
職
場
に
お
け

る
組
合
員
の
生
の
声
を
聞
く

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い

る
。
集
会
に
参
加
し
た
各
組

合
員
か
ら
は
、
今
次
春
闘
交

渉
に
お
け
る
ベ
ア
獲
得
及
び

定
期
昇
給
完
全
実
施
と
あ
わ

せ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
労
苦
に

報
い
る
と
し
て
要
求
し
た
一

時
金
に
つ
い
て
喜
び
の
声
が

挙
が
る
と
と
も
に
、
物
価
高

が
生
活
を
苦
し
め
て
い
る
こ

と
か
ら
、
期
末
手
当
に
対
し

期
待
す
る
意
見
が
出
た
。
加

え
て
昨
今
続
く
離
職
の
影
響

を
受
け
た
業
務
量
増
加
や
要

員
不
足
に
関
す
る
課
題
、
よ

り
柔
軟
な
働
き
方
を
求
め
る

意
見
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
た
。

本
部
は
こ
れ
に
対
し
、
「
ユ

ニ
オ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
３
」

を
活
用
し
、
労
働
条
件
の
改

善
に
引
き
続
き
取
り
組
む

と
と
も
に
、
と
り
わ
け
賃

金
面
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

賃
金
改
善
の
流
れ
を
継
続
し
、

「
連
続
性
」
を
も
っ
て
着
実

に
賃
金
水
準
を
改
善
し
て
い

く
方
向
性
を
改
め
て
示
し
た
。

職
場
対
話
行
動
は
、
組
合

員
に
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
運
動
を

周
知
し
、
意
思
統
一
を
図
る

う
え
で
も
重
要
な
活
動
と
位

置
づ
け
、
今
後
も
継
続
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
。
各
地
で

の
集
会
開
催
日
程
は
以
下
の

通
り
。

▽
高
知
支
部

４
月
８
日(

月)

▽
愛
媛
支
部

【
東
予
・
南
予
】

４
月
16
日(

火)

▽
愛
媛
支
部
【
松
山
】

４
月
17
日(

水)

▽
徳
島
支
部
【
徳
島
】

４
月
18
日(

木)

▽
徳
島
支
部
【
池
田
】

香
川
支
部
【
多
度
津
】

４
月
19
日(

金
）

▽
香
川
支
部
【
高
松
】

４
月
22
日(

月)

▽
本
社
支
部

４
月
26
日(

金)

▽
自
動
車
支
部(

予
定)

５
月
16
日(

木)

【
松
山
】

５
月
20
日(

月)

【
高
松
】

分
会
新
年
会
を
開
催
！

松
山
運
転
所
分
会
で
は
、

２
月
13
日
～
16
日
に
か
け

松
山
市
内
で
新
年
会
を
開

催
し
、
総
勢
１
２
４
名
も

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

今
ま
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
大
人
数
で
の
懇
親
会

が
制
限
さ
れ
組
合
員
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
こ
と
が
非
常
に
難

し
い
状
態
で
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
が
５
類
に
な
り
久
し

ぶ
り
に
新
年
会
を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

様
々
な
職
場
、
多
様
な
年

齢
の
組
合
員
が
参
加
し
た

た
め
、
普
段
職
場
で
話
せ

て
い
な
い
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ

と
が
で
き
、
大
変
楽
し
い

新
年
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
松
山
運
転
所
分

会
で
は
、
積
極
的
に
組
合

活
動
を
行
い
、
組
合
員
間

の
親
睦
と
団
結
強
化
を
行

い
、
様
々
な
活
動
を
企
画

し
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

松
山
運
転
所
分
会

越
智
憲
一
郎

玉
藻
公
園
に
て
花
見
を
開
催
！

香
川
支
部
は
支
部
主
催

レ
ク
を
４
年
ぶ
り
に
開
催

し
、
来
賓
の
山
本
悟
史
香

川
県
議
会
議
員
、
本
部
・

武
智
副
執
行
委
員
長
、
中

村
書
記
長
を
含
め
て
約
60

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

数
日
前
ま
で
は
、
あ
ま

り
良
く
な
い
天
気
予
報
で

し
た
が
、
当
日
は
天
気
も

味
方
に
つ
け
強
い
日
差
し

も
雨
も
降
る
こ
と
な
く
、

最
高
の
天
気
と
な
り
ま
し

た
。
お
弁
当
は
グ
ル
ー
プ

会
社
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開

発
に
お
願
い
し
、
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
開
発
労
組
組
合
員

の
方
に
弁
当
を
配
達
し
て

い
た
だ
き
、
交
流
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
支
部

主
催
と
い
う
こ
と
で
、
様
々

な
組
合
員
の
参
加
が
あ
り

職
種
、
年
齢
の
壁
を
越
え

て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
図
ら
れ
意
見
交
換
や

交
流
を
深
め
る
非
常
に
い

い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
幅
広
く
組
合
員
同

士
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
れ
る
よ
う
な
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画
、

開
催
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

香
川
支
部

土
井

俊
哉

第18回ボウリング大会の開催について

◆開催日 2024年 6月22日(土) ※ 15:15に集合
大 会 シーサイドボウル高松にて（15:30-17:15）
懇親会 とらべる亭にて（17:30-19:30）

◆対象者 各支部２チーム(１チーム４名以内)

※詳しくはＪＲ四国労組発第75号参照
お申込は各支部まで！

ＪＪＲＲ四四国国労労組組青青年年女女性性会会議議
第第3322回回定定期期委委員員会会のの開開催催ににつついいてて

１ 日 時 2024年 7月20日(土)14時より

２ 場 所 ホテルアネシス瀬戸大橋

３ 議 題
（1） 2023年度経過報告
（2） 2024年度活動方針（案）
（3） その他

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
４
月
22

日
（
月
）
、
交
通
重
点
政

策
２
０
２
３❘

２
０
２
４
」

及
び
「
補
足
版
」
に
基
づ

く
国
土
交
通
省
鉄
道
局
へ

の
要
請
行
動
及
び
Ｊ
Ｒ
連

合
産
業
政
策
委
員
と
鉄
道

局
各
課
・
室
の
実
務
担
当

者
と
の
意
見
交
換
を
実
施

し
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
か
ら

は
和
田
政
策
部
長
が
出
席

し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
冒
頭
、

Ｊ
Ｒ
連
合
を
代
表
し
て
上

村
産
業
政
策
委
員
長
か
ら

「
昨
今
離
職
が
続
く
な
か
、

Ｊ
Ｒ
産
業
の
魅
力
向
上
に

取
り
組
む
べ
く
、
様
々
な

観
点
か
ら
要
請
し
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
改
正
地
域
交

通
法
の
施
行
を
受
け
、
地

域
公
共
交
通
の
あ
り
方
が

注
目
を
集
め
て
い
る
。
ま

ち
づ
く
り
の
観
点
も
踏
ま

え
て
、
前
向
き
な
議
論
が

で
き
る
よ
う
下
支
え
を
お

願
い
す
る
」
と
強
く
要
請

し
た
。
要
望
書
を
受
け
取
っ

た
鉄
道
局
鈴
木
鉄
道
サ
ー

ビ
ス
政
策
室
長
は
、
物
流

に
係
る
２
０
２
４
年
問
題

や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
・
Ｄ
Ｘ
対
応
と
い
っ
た

各
要
請
項
目
に
対
す
る
所

感
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

「
改
正
地
域
交
通
法
の
狙

い
に
つ
い
て
、
関
係
者
に

趣
旨
を
し
っ
か
り
周
知
す

る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ

た
。そ

の
後
、
Ｊ
Ｒ
連
合
石

川
産
業
政
策
局
長
（
Ｊ
Ｒ

四
国
労
組
よ
り
選
出
）
を

は
じ
め
、
出
席
者
よ
り
上

記
の
課
題
に
加
え
て
、

「
コ
ス
ト
増
を
速
や
か
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
の
で
き

る
柔
軟
な
運
賃
・
料
金
設

定
の
引
き
続
き
の
検
討
」

「
Ｊ
Ｒ
会
社
間
の
連
携
強

化
の
促
進
」
「
高
速
鉄
道
・

新
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
等
諸
課
題
へ
の
取
り

組
み
」
に
つ
い
て
要
請
し
、

意
見
交
換
を
実
施
し
た
。

な
お
、
今
般
策
定
し
た

「
交
通
重
点
政
策
２
０
２

３❘

２
０
２
４
（
補
足
版
）
」

は
、
同
日
、
関
係
す
る
国

会
議
員
に
対
し
配
布
行
動

を
行
っ
た
。

ま
た
、
４
月
17
日
（
水
）

に
は
Ｊ
Ｒ
連
合
自
動
車
連

絡
会
が
自
動
車
局
に
対
す

る
要
請
行
動
と
意
見
交
換

を
実
施
。
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

か
ら
は
岩
本
自
動
車
支
部

委
員
長
が
出
席
し
た
。

冒
頭
、
Ｊ
Ｒ
連
合
を
代

表
し
て
矢
田
自
動
車
連
絡

会
代
表
幹
事
よ
り
「
コ
ロ

ナ
禍
収
束
に
よ
り
人
流
が

活
性
化
し
、
収
入
も
回
復

し
て
き
た
が
未
だ
コ
ロ
ナ

禍
前
の
水
準
に
は
及
ば
な

い
。
離
職
に
よ
り
人
手
不

足
は
深
刻
な
状
況
に
あ
り
、

他
産
業
よ
り
長
い
労
働
時

間
・
低
い
賃
金
を
改
善
し

人
財
の
確
保
・
定
着
を
図

る
べ
く
、
運
賃
制
度
の
見

直
し
や
補
助
の
拡
充
等
を

お
願
い
す
る
」
と
要
請
。

自
動
車
局
齋
藤
地
域
交
通

室
長
か
ら
は
、
「
２
０
２

４
年
問
題
は
バ
ス
業
界
に

も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

今
後
の
バ
ス
行
政
に
活
か

す
べ
く
生
の
現
場
の
声
を

聞
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

そ
の
後
出
席
し
た
各
幹
事

よ
り
、
「
労
働
時
間
改
善

に
向
け
た
課
題
へ
の
対
応
」

「
高
速
乗
合
バ
ス
の
運
賃
・

料
金
に
お
け
る
下
限
運
賃

の
設
定
」
「
燃
料
費
高
騰

へ
の
対
応
」
「
新
貨
幣
・

新
紙
幣
対
応
及
び
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入
に
係

る
支
援
」
「
優
良
事
業
者

の
評
価
及
び
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
の
付
与
」
等
に
つ
い
て

要
望
。
現
場
の
実
態
を
伝

え
る
と
と
も
に
、
魅
力
あ

る
バ
ス
産
業
と
す
る
た
め

に
は
制
度
の
見
直
し
な
ど

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
旨

を
強
く
訴
え
た
。

自

動

車

局

魅力あるバス産業に向け、
現場の実態を訴える！

国
土
交
通
省
へ
の

要
請
行
動
を
実
施幅広い課題について

実務担当者との意見交換を実施

鉄
道

局

職職
場場
対対
話話
行行
動動
２２
００
２２
４４
をを
開開
催催

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
４
月
８
日
（
月
）
の
高
知
支
部
を
皮
切
り
に
「
職
場
対
話
行
動
２

０
２
４
」
を
各
地
区
に
お
い
て
順
次
開
催
し
た
。
集
会
に
は
、
支
部
執
行
部
に
加
え
、
本

部
か
ら
も
大
谷
執
行
委
員
長
を
は
じ
め
担
当
役
員
等
が
出
席
。

２
０
２
４
春
闘
の
結
果
等
に
つ
い
て
本
部
よ
り
説
明
を
行
っ
た
後
、
参
加
し
た

組
合
員
か
ら
発
言
を
受
け
た
。
集
会
で
出
さ
れ
た
課
題
等
の
意
見
は
集
約
・
精
査
し
、

今
後
の
団
体
交
渉
や
経
営
協
議
会
等
を
通
じ
て
引
き
続
き
反
映
さ
せ
て
い
く
。

２０２４春闘の受け止めや職場課題について組
合員の生の声を聞く(高知地区)

愛媛支部（南予地区）

徳島支部（徳島地区）

香川支部（多度津地区）

本社支部

レレ
クク
・・
ササ
ーー
クク
ルル
だだ
よよ
りり

松
山
運
転
所
分
会

香
川
支
部

集
会
は
、
２
０
２
４
春
闘

交
渉
の
結
果
や
経
営
協
議
会

で
議
論
が
な
さ
れ
た
「
２

０
２
４
年
度
事
業
計
画
」

「
効
率
化
に
関
す
る
施
策
」

に
つ
い
て
本
部
よ
り
報
告
す

る
と
と
も
に
、
職
場
に
お
け

る
組
合
員
の
生
の
声
を
聞
く

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い

る
。
集
会
に
参
加
し
た
各
組

合
員
か
ら
は
、
今
次
春
闘
交

渉
に
お
け
る
ベ
ア
獲
得
及
び

定
期
昇
給
完
全
実
施
と
あ
わ

せ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
労
苦
に

報
い
る
と
し
て
要
求
し
た
一

時
金
に
つ
い
て
喜
び
の
声
が

挙
が
る
と
と
も
に
、
物
価
高

が
生
活
を
苦
し
め
て
い
る
こ

と
か
ら
、
期
末
手
当
に
対
し

期
待
す
る
意
見
が
出
た
。
加

え
て
昨
今
続
く
離
職
の
影
響

を
受
け
た
業
務
量
増
加
や
要

員
不
足
に
関
す
る
課
題
、
よ

り
柔
軟
な
働
き
方
を
求
め
る

意
見
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
た
。

本
部
は
こ
れ
に
対
し
、
「
ユ

ニ
オ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
３
」

を
活
用
し
、
労
働
条
件
の
改

善
に
引
き
続
き
取
り
組
む

と
と
も
に
、
と
り
わ
け
賃

金
面
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

賃
金
改
善
の
流
れ
を
継
続
し
、

「
連
続
性
」
を
も
っ
て
着
実

に
賃
金
水
準
を
改
善
し
て
い

く
方
向
性
を
改
め
て
示
し
た
。

職
場
対
話
行
動
は
、
組
合

員
に
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
運
動
を

周
知
し
、
意
思
統
一
を
図
る

う
え
で
も
重
要
な
活
動
と
位

置
づ
け
、
今
後
も
継
続
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
。
各
地
で

の
集
会
開
催
日
程
は
以
下
の

通
り
。

▽
高
知
支
部

４
月
８
日(

月)

▽
愛
媛
支
部

【
東
予
・
南
予
】

４
月
16
日(

火)

▽
愛
媛
支
部
【
松
山
】

４
月
17
日(

水)

▽
徳
島
支
部
【
徳
島
】

４
月
18
日(

木)

▽
徳
島
支
部
【
池
田
】

香
川
支
部
【
多
度
津
】

４
月
19
日(

金
）

▽
香
川
支
部
【
高
松
】

４
月
22
日(

月)

▽
本
社
支
部

４
月
26
日(

金)

▽
自
動
車
支
部(

予
定)

５
月
16
日(

木)

【
松
山
】

５
月
20
日(

月)

【
高
松
】

分
会
新
年
会
を
開
催
！

松
山
運
転
所
分
会
で
は
、

２
月
13
日
～
16
日
に
か
け

松
山
市
内
で
新
年
会
を
開

催
し
、
総
勢
１
２
４
名
も

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

今
ま
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
大
人
数
で
の
懇
親
会

が
制
限
さ
れ
組
合
員
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
こ
と
が
非
常
に
難

し
い
状
態
で
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
が
５
類
に
な
り
久
し

ぶ
り
に
新
年
会
を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

様
々
な
職
場
、
多
様
な
年

齢
の
組
合
員
が
参
加
し
た

た
め
、
普
段
職
場
で
話
せ

て
い
な
い
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ

と
が
で
き
、
大
変
楽
し
い

新
年
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
松
山
運
転
所
分

会
で
は
、
積
極
的
に
組
合

活
動
を
行
い
、
組
合
員
間

の
親
睦
と
団
結
強
化
を
行

い
、
様
々
な
活
動
を
企
画

し
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

松
山
運
転
所
分
会

越
智
憲
一
郎

玉
藻
公
園
に
て
花
見
を
開
催
！

香
川
支
部
は
支
部
主
催

レ
ク
を
４
年
ぶ
り
に
開
催

し
、
来
賓
の
山
本
悟
史
香

川
県
議
会
議
員
、
本
部
・

武
智
副
執
行
委
員
長
、
中

村
書
記
長
を
含
め
て
約
60

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

数
日
前
ま
で
は
、
あ
ま

り
良
く
な
い
天
気
予
報
で

し
た
が
、
当
日
は
天
気
も

味
方
に
つ
け
強
い
日
差
し

も
雨
も
降
る
こ
と
な
く
、

最
高
の
天
気
と
な
り
ま
し

た
。
お
弁
当
は
グ
ル
ー
プ

会
社
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開

発
に
お
願
い
し
、
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
開
発
労
組
組
合
員

の
方
に
弁
当
を
配
達
し
て

い
た
だ
き
、
交
流
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
支
部

主
催
と
い
う
こ
と
で
、
様
々

な
組
合
員
の
参
加
が
あ
り

職
種
、
年
齢
の
壁
を
越
え

て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
図
ら
れ
意
見
交
換
や

交
流
を
深
め
る
非
常
に
い

い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
幅
広
く
組
合
員
同

士
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
れ
る
よ
う
な
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画
、

開
催
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

香
川
支
部

土
井

俊
哉

第18回ボウリング大会の開催について

◆開催日 2024年 6月22日(土) ※ 15:15に集合
大 会 シーサイドボウル高松にて（15:30-17:15）
懇親会 とらべる亭にて（17:30-19:30）

◆対象者 各支部２チーム(１チーム４名以内)

※詳しくはＪＲ四国労組発第75号参照
お申込は各支部まで！

ＪＪＲＲ四四国国労労組組青青年年女女性性会会議議
第第3322回回定定期期委委員員会会のの開開催催ににつついいてて

１ 日 時 2024年 7月20日(土)14時より

２ 場 所 ホテルアネシス瀬戸大橋

３ 議 題
（1） 2023年度経過報告
（2） 2024年度活動方針（案）
（3） その他

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
４
月
22

日
（
月
）
、
交
通
重
点
政

策
２
０
２
３❘

２
０
２
４
」

及
び
「
補
足
版
」
に
基
づ

く
国
土
交
通
省
鉄
道
局
へ

の
要
請
行
動
及
び
Ｊ
Ｒ
連

合
産
業
政
策
委
員
と
鉄
道

局
各
課
・
室
の
実
務
担
当

者
と
の
意
見
交
換
を
実
施

し
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
か
ら

は
和
田
政
策
部
長
が
出
席

し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
冒
頭
、

Ｊ
Ｒ
連
合
を
代
表
し
て
上

村
産
業
政
策
委
員
長
か
ら

「
昨
今
離
職
が
続
く
な
か
、

Ｊ
Ｒ
産
業
の
魅
力
向
上
に

取
り
組
む
べ
く
、
様
々
な

観
点
か
ら
要
請
し
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
改
正
地
域
交

通
法
の
施
行
を
受
け
、
地

域
公
共
交
通
の
あ
り
方
が

注
目
を
集
め
て
い
る
。
ま

ち
づ
く
り
の
観
点
も
踏
ま

え
て
、
前
向
き
な
議
論
が

で
き
る
よ
う
下
支
え
を
お

願
い
す
る
」
と
強
く
要
請

し
た
。
要
望
書
を
受
け
取
っ

た
鉄
道
局
鈴
木
鉄
道
サ
ー

ビ
ス
政
策
室
長
は
、
物
流

に
係
る
２
０
２
４
年
問
題

や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
・
Ｄ
Ｘ
対
応
と
い
っ
た

各
要
請
項
目
に
対
す
る
所

感
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

「
改
正
地
域
交
通
法
の
狙

い
に
つ
い
て
、
関
係
者
に

趣
旨
を
し
っ
か
り
周
知
す

る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ

た
。そ

の
後
、
Ｊ
Ｒ
連
合
石

川
産
業
政
策
局
長
（
Ｊ
Ｒ

四
国
労
組
よ
り
選
出
）
を

は
じ
め
、
出
席
者
よ
り
上

記
の
課
題
に
加
え
て
、

「
コ
ス
ト
増
を
速
や
か
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
の
で
き

る
柔
軟
な
運
賃
・
料
金
設

定
の
引
き
続
き
の
検
討
」

「
Ｊ
Ｒ
会
社
間
の
連
携
強

化
の
促
進
」
「
高
速
鉄
道
・

新
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
等
諸
課
題
へ
の
取
り

組
み
」
に
つ
い
て
要
請
し
、

意
見
交
換
を
実
施
し
た
。

な
お
、
今
般
策
定
し
た

「
交
通
重
点
政
策
２
０
２

３❘

２
０
２
４
（
補
足
版
）
」

は
、
同
日
、
関
係
す
る
国

会
議
員
に
対
し
配
布
行
動

を
行
っ
た
。

ま
た
、
４
月
17
日
（
水
）

に
は
Ｊ
Ｒ
連
合
自
動
車
連

絡
会
が
自
動
車
局
に
対
す

る
要
請
行
動
と
意
見
交
換

を
実
施
。
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

か
ら
は
岩
本
自
動
車
支
部

委
員
長
が
出
席
し
た
。

冒
頭
、
Ｊ
Ｒ
連
合
を
代

表
し
て
矢
田
自
動
車
連
絡

会
代
表
幹
事
よ
り
「
コ
ロ

ナ
禍
収
束
に
よ
り
人
流
が

活
性
化
し
、
収
入
も
回
復

し
て
き
た
が
未
だ
コ
ロ
ナ

禍
前
の
水
準
に
は
及
ば
な

い
。
離
職
に
よ
り
人
手
不

足
は
深
刻
な
状
況
に
あ
り
、

他
産
業
よ
り
長
い
労
働
時

間
・
低
い
賃
金
を
改
善
し

人
財
の
確
保
・
定
着
を
図

る
べ
く
、
運
賃
制
度
の
見

直
し
や
補
助
の
拡
充
等
を

お
願
い
す
る
」
と
要
請
。

自
動
車
局
齋
藤
地
域
交
通

室
長
か
ら
は
、
「
２
０
２

４
年
問
題
は
バ
ス
業
界
に

も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

今
後
の
バ
ス
行
政
に
活
か

す
べ
く
生
の
現
場
の
声
を

聞
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

そ
の
後
出
席
し
た
各
幹
事

よ
り
、
「
労
働
時
間
改
善

に
向
け
た
課
題
へ
の
対
応
」

「
高
速
乗
合
バ
ス
の
運
賃
・

料
金
に
お
け
る
下
限
運
賃

の
設
定
」
「
燃
料
費
高
騰

へ
の
対
応
」
「
新
貨
幣
・

新
紙
幣
対
応
及
び
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入
に
係

る
支
援
」
「
優
良
事
業
者

の
評
価
及
び
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
の
付
与
」
等
に
つ
い
て

要
望
。
現
場
の
実
態
を
伝

え
る
と
と
も
に
、
魅
力
あ

る
バ
ス
産
業
と
す
る
た
め

に
は
制
度
の
見
直
し
な
ど

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
旨

を
強
く
訴
え
た
。

自

動

車

局

魅力あるバス産業に向け、
現場の実態を訴える！

国
土
交
通
省
へ
の

要
請
行
動
を
実
施幅広い課題について

実務担当者との意見交換を実施

鉄
道

局

職職
場場
対対
話話
行行
動動
２２
００
２２
４４
をを
開開
催催

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
４
月
８
日
（
月
）
の
高
知
支
部
を
皮
切
り
に
「
職
場
対
話
行
動
２

０
２
４
」
を
各
地
区
に
お
い
て
順
次
開
催
し
た
。
集
会
に
は
、
支
部
執
行
部
に
加
え
、
本

部
か
ら
も
大
谷
執
行
委
員
長
を
は
じ
め
担
当
役
員
等
が
出
席
。

２
０
２
４
春
闘
の
結
果
等
に
つ
い
て
本
部
よ
り
説
明
を
行
っ
た
後
、
参
加
し
た

組
合
員
か
ら
発
言
を
受
け
た
。
集
会
で
出
さ
れ
た
課
題
等
の
意
見
は
集
約
・
精
査
し
、

今
後
の
団
体
交
渉
や
経
営
協
議
会
等
を
通
じ
て
引
き
続
き
反
映
さ
せ
て
い
く
。

２０２４春闘の受け止めや職場課題について組
合員の生の声を聞く(高知地区)

愛媛支部（南予地区）

徳島支部（徳島地区）

香川支部（多度津地区）

本社支部

レレ
クク
・・
ササ
ーー
クク
ルル
だだ
よよ
りり

松
山
運
転
所
分
会

香
川
支
部

集
会
は
、
２
０
２
４
春
闘

交
渉
の
結
果
や
経
営
協
議
会

で
議
論
が
な
さ
れ
た
「
２

０
２
４
年
度
事
業
計
画
」

「
効
率
化
に
関
す
る
施
策
」

に
つ
い
て
本
部
よ
り
報
告
す

る
と
と
も
に
、
職
場
に
お
け

る
組
合
員
の
生
の
声
を
聞
く

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い

る
。
集
会
に
参
加
し
た
各
組

合
員
か
ら
は
、
今
次
春
闘
交

渉
に
お
け
る
ベ
ア
獲
得
及
び

定
期
昇
給
完
全
実
施
と
あ
わ

せ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
労
苦
に

報
い
る
と
し
て
要
求
し
た
一

時
金
に
つ
い
て
喜
び
の
声
が

挙
が
る
と
と
も
に
、
物
価
高

が
生
活
を
苦
し
め
て
い
る
こ

と
か
ら
、
期
末
手
当
に
対
し

期
待
す
る
意
見
が
出
た
。
加

え
て
昨
今
続
く
離
職
の
影
響

を
受
け
た
業
務
量
増
加
や
要

員
不
足
に
関
す
る
課
題
、
よ

り
柔
軟
な
働
き
方
を
求
め
る

意
見
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
た
。

本
部
は
こ
れ
に
対
し
、
「
ユ

ニ
オ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
３
」

を
活
用
し
、
労
働
条
件
の
改

善
に
引
き
続
き
取
り
組
む

と
と
も
に
、
と
り
わ
け
賃

金
面
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

賃
金
改
善
の
流
れ
を
継
続
し
、

「
連
続
性
」
を
も
っ
て
着
実

に
賃
金
水
準
を
改
善
し
て
い

く
方
向
性
を
改
め
て
示
し
た
。

職
場
対
話
行
動
は
、
組
合

員
に
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
運
動
を

周
知
し
、
意
思
統
一
を
図
る

う
え
で
も
重
要
な
活
動
と
位

置
づ
け
、
今
後
も
継
続
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
。
各
地
で

の
集
会
開
催
日
程
は
以
下
の

通
り
。

▽
高
知
支
部

４
月
８
日(

月)

▽
愛
媛
支
部

【
東
予
・
南
予
】

４
月
16
日(

火)

▽
愛
媛
支
部
【
松
山
】

４
月
17
日(

水)

▽
徳
島
支
部
【
徳
島
】

４
月
18
日(

木)

▽
徳
島
支
部
【
池
田
】

香
川
支
部
【
多
度
津
】

４
月
19
日(

金
）

▽
香
川
支
部
【
高
松
】

４
月
22
日(

月)

▽
本
社
支
部

４
月
26
日(

金)

▽
自
動
車
支
部(

予
定)

５
月
16
日(

木)

【
松
山
】

５
月
20
日(

月)

【
高
松
】

分
会
新
年
会
を
開
催
！

松
山
運
転
所
分
会
で
は
、

２
月
13
日
～
16
日
に
か
け

松
山
市
内
で
新
年
会
を
開

催
し
、
総
勢
１
２
４
名
も

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

今
ま
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
大
人
数
で
の
懇
親
会

が
制
限
さ
れ
組
合
員
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
こ
と
が
非
常
に
難

し
い
状
態
で
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
が
５
類
に
な
り
久
し

ぶ
り
に
新
年
会
を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

様
々
な
職
場
、
多
様
な
年

齢
の
組
合
員
が
参
加
し
た

た
め
、
普
段
職
場
で
話
せ

て
い
な
い
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ

と
が
で
き
、
大
変
楽
し
い

新
年
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
松
山
運
転
所
分

会
で
は
、
積
極
的
に
組
合

活
動
を
行
い
、
組
合
員
間

の
親
睦
と
団
結
強
化
を
行

い
、
様
々
な
活
動
を
企
画

し
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

松
山
運
転
所
分
会

越
智
憲
一
郎

玉
藻
公
園
に
て
花
見
を
開
催
！

香
川
支
部
は
支
部
主
催

レ
ク
を
４
年
ぶ
り
に
開
催

し
、
来
賓
の
山
本
悟
史
香

川
県
議
会
議
員
、
本
部
・

武
智
副
執
行
委
員
長
、
中

村
書
記
長
を
含
め
て
約
60

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

数
日
前
ま
で
は
、
あ
ま

り
良
く
な
い
天
気
予
報
で

し
た
が
、
当
日
は
天
気
も

味
方
に
つ
け
強
い
日
差
し

も
雨
も
降
る
こ
と
な
く
、

最
高
の
天
気
と
な
り
ま
し

た
。
お
弁
当
は
グ
ル
ー
プ

会
社
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開

発
に
お
願
い
し
、
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
開
発
労
組
組
合
員

の
方
に
弁
当
を
配
達
し
て

い
た
だ
き
、
交
流
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
支
部

主
催
と
い
う
こ
と
で
、
様
々

な
組
合
員
の
参
加
が
あ
り

職
種
、
年
齢
の
壁
を
越
え

て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
図
ら
れ
意
見
交
換
や

交
流
を
深
め
る
非
常
に
い

い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
幅
広
く
組
合
員
同

士
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
れ
る
よ
う
な
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画
、

開
催
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

香
川
支
部

土
井

俊
哉

第18回ボウリング大会の開催について

◆開催日 2024年 6月22日(土) ※ 15:15に集合
大 会 シーサイドボウル高松にて（15:30-17:15）
懇親会 とらべる亭にて（17:30-19:30）

◆対象者 各支部２チーム(１チーム４名以内)

※詳しくはＪＲ四国労組発第75号参照
お申込は各支部まで！

ＪＪＲＲ四四国国労労組組青青年年女女性性会会議議
第第3322回回定定期期委委員員会会のの開開催催ににつついいてて

１ 日 時 2024年 7月20日(土)14時より

２ 場 所 ホテルアネシス瀬戸大橋

３ 議 題
（1） 2023年度経過報告
（2） 2024年度活動方針（案）
（3） その他

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
４
月
22

日
（
月
）
、
交
通
重
点
政

策
２
０
２
３❘

２
０
２
４
」

及
び
「
補
足
版
」
に
基
づ

く
国
土
交
通
省
鉄
道
局
へ

の
要
請
行
動
及
び
Ｊ
Ｒ
連

合
産
業
政
策
委
員
と
鉄
道

局
各
課
・
室
の
実
務
担
当

者
と
の
意
見
交
換
を
実
施

し
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
か
ら

は
和
田
政
策
部
長
が
出
席

し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
冒
頭
、

Ｊ
Ｒ
連
合
を
代
表
し
て
上

村
産
業
政
策
委
員
長
か
ら

「
昨
今
離
職
が
続
く
な
か
、

Ｊ
Ｒ
産
業
の
魅
力
向
上
に

取
り
組
む
べ
く
、
様
々
な

観
点
か
ら
要
請
し
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
改
正
地
域
交

通
法
の
施
行
を
受
け
、
地

域
公
共
交
通
の
あ
り
方
が

注
目
を
集
め
て
い
る
。
ま

ち
づ
く
り
の
観
点
も
踏
ま

え
て
、
前
向
き
な
議
論
が

で
き
る
よ
う
下
支
え
を
お

願
い
す
る
」
と
強
く
要
請

し
た
。
要
望
書
を
受
け
取
っ

た
鉄
道
局
鈴
木
鉄
道
サ
ー

ビ
ス
政
策
室
長
は
、
物
流

に
係
る
２
０
２
４
年
問
題

や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
・
Ｄ
Ｘ
対
応
と
い
っ
た

各
要
請
項
目
に
対
す
る
所

感
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

「
改
正
地
域
交
通
法
の
狙

い
に
つ
い
て
、
関
係
者
に

趣
旨
を
し
っ
か
り
周
知
す

る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ

た
。そ

の
後
、
Ｊ
Ｒ
連
合
石

川
産
業
政
策
局
長
（
Ｊ
Ｒ

四
国
労
組
よ
り
選
出
）
を

は
じ
め
、
出
席
者
よ
り
上

記
の
課
題
に
加
え
て
、

「
コ
ス
ト
増
を
速
や
か
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
の
で
き

る
柔
軟
な
運
賃
・
料
金
設

定
の
引
き
続
き
の
検
討
」

「
Ｊ
Ｒ
会
社
間
の
連
携
強

化
の
促
進
」
「
高
速
鉄
道
・

新
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
等
諸
課
題
へ
の
取
り

組
み
」
に
つ
い
て
要
請
し
、

意
見
交
換
を
実
施
し
た
。

な
お
、
今
般
策
定
し
た

「
交
通
重
点
政
策
２
０
２

３❘

２
０
２
４
（
補
足
版
）
」

は
、
同
日
、
関
係
す
る
国

会
議
員
に
対
し
配
布
行
動

を
行
っ
た
。

ま
た
、
４
月
17
日
（
水
）

に
は
Ｊ
Ｒ
連
合
自
動
車
連

絡
会
が
自
動
車
局
に
対
す

る
要
請
行
動
と
意
見
交
換

を
実
施
。
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

か
ら
は
岩
本
自
動
車
支
部

委
員
長
が
出
席
し
た
。

冒
頭
、
Ｊ
Ｒ
連
合
を
代

表
し
て
矢
田
自
動
車
連
絡

会
代
表
幹
事
よ
り
「
コ
ロ

ナ
禍
収
束
に
よ
り
人
流
が

活
性
化
し
、
収
入
も
回
復

し
て
き
た
が
未
だ
コ
ロ
ナ

禍
前
の
水
準
に
は
及
ば
な

い
。
離
職
に
よ
り
人
手
不

足
は
深
刻
な
状
況
に
あ
り
、

他
産
業
よ
り
長
い
労
働
時

間
・
低
い
賃
金
を
改
善
し

人
財
の
確
保
・
定
着
を
図

る
べ
く
、
運
賃
制
度
の
見

直
し
や
補
助
の
拡
充
等
を

お
願
い
す
る
」
と
要
請
。

自
動
車
局
齋
藤
地
域
交
通

室
長
か
ら
は
、
「
２
０
２

４
年
問
題
は
バ
ス
業
界
に

も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

今
後
の
バ
ス
行
政
に
活
か

す
べ
く
生
の
現
場
の
声
を

聞
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

そ
の
後
出
席
し
た
各
幹
事

よ
り
、
「
労
働
時
間
改
善

に
向
け
た
課
題
へ
の
対
応
」

「
高
速
乗
合
バ
ス
の
運
賃
・

料
金
に
お
け
る
下
限
運
賃

の
設
定
」
「
燃
料
費
高
騰

へ
の
対
応
」
「
新
貨
幣
・

新
紙
幣
対
応
及
び
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入
に
係

る
支
援
」
「
優
良
事
業
者

の
評
価
及
び
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
の
付
与
」
等
に
つ
い
て

要
望
。
現
場
の
実
態
を
伝

え
る
と
と
も
に
、
魅
力
あ

る
バ
ス
産
業
と
す
る
た
め

に
は
制
度
の
見
直
し
な
ど

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
旨

を
強
く
訴
え
た
。

自

動

車

局

魅力あるバス産業に向け、
現場の実態を訴える！

国
土
交
通
省
へ
の

要
請
行
動
を
実
施幅広い課題について

実務担当者との意見交換を実施

鉄
道

局

職職
場場
対対
話話
行行
動動
２２
００
２２
４４
をを
開開
催催

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
４
月
８
日
（
月
）
の
高
知
支
部
を
皮
切
り
に
「
職
場
対
話
行
動
２

０
２
４
」
を
各
地
区
に
お
い
て
順
次
開
催
し
た
。
集
会
に
は
、
支
部
執
行
部
に
加
え
、
本

部
か
ら
も
大
谷
執
行
委
員
長
を
は
じ
め
担
当
役
員
等
が
出
席
。

２
０
２
４
春
闘
の
結
果
等
に
つ
い
て
本
部
よ
り
説
明
を
行
っ
た
後
、
参
加
し
た

組
合
員
か
ら
発
言
を
受
け
た
。
集
会
で
出
さ
れ
た
課
題
等
の
意
見
は
集
約
・
精
査
し
、

今
後
の
団
体
交
渉
や
経
営
協
議
会
等
を
通
じ
て
引
き
続
き
反
映
さ
せ
て
い
く
。

２０２４春闘の受け止めや職場課題について組
合員の生の声を聞く(高知地区)

愛媛支部（南予地区）

徳島支部（徳島地区）

香川支部（多度津地区）

本社支部

レレ
クク
・・
ササ
ーー
クク
ルル
だだ
よよ
りり

松
山
運
転
所
分
会

香
川
支
部

集
会
は
、
２
０
２
４
春
闘

交
渉
の
結
果
や
経
営
協
議
会

で
議
論
が
な
さ
れ
た
「
２

０
２
４
年
度
事
業
計
画
」

「
効
率
化
に
関
す
る
施
策
」

に
つ
い
て
本
部
よ
り
報
告
す

る
と
と
も
に
、
職
場
に
お
け

る
組
合
員
の
生
の
声
を
聞
く

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い

る
。
集
会
に
参
加
し
た
各
組

合
員
か
ら
は
、
今
次
春
闘
交

渉
に
お
け
る
ベ
ア
獲
得
及
び

定
期
昇
給
完
全
実
施
と
あ
わ

せ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
労
苦
に

報
い
る
と
し
て
要
求
し
た
一

時
金
に
つ
い
て
喜
び
の
声
が

挙
が
る
と
と
も
に
、
物
価
高

が
生
活
を
苦
し
め
て
い
る
こ

と
か
ら
、
期
末
手
当
に
対
し

期
待
す
る
意
見
が
出
た
。
加

え
て
昨
今
続
く
離
職
の
影
響

を
受
け
た
業
務
量
増
加
や
要

員
不
足
に
関
す
る
課
題
、
よ

り
柔
軟
な
働
き
方
を
求
め
る

意
見
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
た
。

本
部
は
こ
れ
に
対
し
、
「
ユ

ニ
オ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
３
」

を
活
用
し
、
労
働
条
件
の
改

善
に
引
き
続
き
取
り
組
む

と
と
も
に
、
と
り
わ
け
賃

金
面
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

賃
金
改
善
の
流
れ
を
継
続
し
、

「
連
続
性
」
を
も
っ
て
着
実

に
賃
金
水
準
を
改
善
し
て
い

く
方
向
性
を
改
め
て
示
し
た
。

職
場
対
話
行
動
は
、
組
合

員
に
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
運
動
を

周
知
し
、
意
思
統
一
を
図
る

う
え
で
も
重
要
な
活
動
と
位

置
づ
け
、
今
後
も
継
続
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
。
各
地
で

の
集
会
開
催
日
程
は
以
下
の

通
り
。

▽
高
知
支
部

４
月
８
日(

月)

▽
愛
媛
支
部

【
東
予
・
南
予
】

４
月
16
日(

火)

▽
愛
媛
支
部
【
松
山
】

４
月
17
日(

水)

▽
徳
島
支
部
【
徳
島
】

４
月
18
日(

木)

▽
徳
島
支
部
【
池
田
】

香
川
支
部
【
多
度
津
】

４
月
19
日(

金
）

▽
香
川
支
部
【
高
松
】

４
月
22
日(

月)

▽
本
社
支
部

４
月
26
日(

金)

▽
自
動
車
支
部(

予
定)

５
月
16
日(

木)

【
松
山
】

５
月
20
日(

月)

【
高
松
】

分
会
新
年
会
を
開
催
！

松
山
運
転
所
分
会
で
は
、

２
月
13
日
～
16
日
に
か
け

松
山
市
内
で
新
年
会
を
開

催
し
、
総
勢
１
２
４
名
も

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

今
ま
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
大
人
数
で
の
懇
親
会

が
制
限
さ
れ
組
合
員
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
こ
と
が
非
常
に
難

し
い
状
態
で
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
が
５
類
に
な
り
久
し

ぶ
り
に
新
年
会
を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

様
々
な
職
場
、
多
様
な
年

齢
の
組
合
員
が
参
加
し
た

た
め
、
普
段
職
場
で
話
せ

て
い
な
い
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ

と
が
で
き
、
大
変
楽
し
い

新
年
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
松
山
運
転
所
分

会
で
は
、
積
極
的
に
組
合

活
動
を
行
い
、
組
合
員
間

の
親
睦
と
団
結
強
化
を
行

い
、
様
々
な
活
動
を
企
画

し
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

松
山
運
転
所
分
会

越
智
憲
一
郎

玉
藻
公
園
に
て
花
見
を
開
催
！

香
川
支
部
は
支
部
主
催

レ
ク
を
４
年
ぶ
り
に
開
催

し
、
来
賓
の
山
本
悟
史
香

川
県
議
会
議
員
、
本
部
・

武
智
副
執
行
委
員
長
、
中

村
書
記
長
を
含
め
て
約
60

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

数
日
前
ま
で
は
、
あ
ま

り
良
く
な
い
天
気
予
報
で

し
た
が
、
当
日
は
天
気
も

味
方
に
つ
け
強
い
日
差
し

も
雨
も
降
る
こ
と
な
く
、

最
高
の
天
気
と
な
り
ま
し

た
。
お
弁
当
は
グ
ル
ー
プ

会
社
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開

発
に
お
願
い
し
、
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
開
発
労
組
組
合
員

の
方
に
弁
当
を
配
達
し
て

い
た
だ
き
、
交
流
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
支
部

主
催
と
い
う
こ
と
で
、
様
々

な
組
合
員
の
参
加
が
あ
り

職
種
、
年
齢
の
壁
を
越
え

て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
図
ら
れ
意
見
交
換
や

交
流
を
深
め
る
非
常
に
い

い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
幅
広
く
組
合
員
同

士
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
れ
る
よ
う
な
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画
、

開
催
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

香
川
支
部

土
井

俊
哉

第18回ボウリング大会の開催について

◆開催日 2024年 6月22日(土) ※ 15:15に集合
大 会 シーサイドボウル高松にて（15:30-17:15）
懇親会 とらべる亭にて（17:30-19:30）

◆対象者 各支部２チーム(１チーム４名以内)

※詳しくはＪＲ四国労組発第75号参照
お申込は各支部まで！

ＪＪＲＲ四四国国労労組組青青年年女女性性会会議議
第第3322回回定定期期委委員員会会のの開開催催ににつついいてて

１ 日 時 2024年 7月20日(土)14時より

２ 場 所 ホテルアネシス瀬戸大橋

３ 議 題
（1） 2023年度経過報告
（2） 2024年度活動方針（案）
（3） その他

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
４
月
22

日
（
月
）
、
交
通
重
点
政

策
２
０
２
３❘

２
０
２
４
」

及
び
「
補
足
版
」
に
基
づ

く
国
土
交
通
省
鉄
道
局
へ

の
要
請
行
動
及
び
Ｊ
Ｒ
連

合
産
業
政
策
委
員
と
鉄
道

局
各
課
・
室
の
実
務
担
当

者
と
の
意
見
交
換
を
実
施

し
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
か
ら

は
和
田
政
策
部
長
が
出
席

し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
冒
頭
、

Ｊ
Ｒ
連
合
を
代
表
し
て
上

村
産
業
政
策
委
員
長
か
ら

「
昨
今
離
職
が
続
く
な
か
、

Ｊ
Ｒ
産
業
の
魅
力
向
上
に

取
り
組
む
べ
く
、
様
々
な

観
点
か
ら
要
請
し
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
改
正
地
域
交

通
法
の
施
行
を
受
け
、
地

域
公
共
交
通
の
あ
り
方
が

注
目
を
集
め
て
い
る
。
ま

ち
づ
く
り
の
観
点
も
踏
ま

え
て
、
前
向
き
な
議
論
が

で
き
る
よ
う
下
支
え
を
お

願
い
す
る
」
と
強
く
要
請

し
た
。
要
望
書
を
受
け
取
っ

た
鉄
道
局
鈴
木
鉄
道
サ
ー

ビ
ス
政
策
室
長
は
、
物
流

に
係
る
２
０
２
４
年
問
題

や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
・
Ｄ
Ｘ
対
応
と
い
っ
た

各
要
請
項
目
に
対
す
る
所

感
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

「
改
正
地
域
交
通
法
の
狙

い
に
つ
い
て
、
関
係
者
に

趣
旨
を
し
っ
か
り
周
知
す

る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ

た
。そ

の
後
、
Ｊ
Ｒ
連
合
石

川
産
業
政
策
局
長
（
Ｊ
Ｒ

四
国
労
組
よ
り
選
出
）
を

は
じ
め
、
出
席
者
よ
り
上

記
の
課
題
に
加
え
て
、

「
コ
ス
ト
増
を
速
や
か
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
の
で
き

る
柔
軟
な
運
賃
・
料
金
設

定
の
引
き
続
き
の
検
討
」

「
Ｊ
Ｒ
会
社
間
の
連
携
強

化
の
促
進
」
「
高
速
鉄
道
・

新
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
等
諸
課
題
へ
の
取
り

組
み
」
に
つ
い
て
要
請
し
、

意
見
交
換
を
実
施
し
た
。

な
お
、
今
般
策
定
し
た

「
交
通
重
点
政
策
２
０
２

３❘

２
０
２
４
（
補
足
版
）
」

は
、
同
日
、
関
係
す
る
国

会
議
員
に
対
し
配
布
行
動

を
行
っ
た
。

ま
た
、
４
月
17
日
（
水
）

に
は
Ｊ
Ｒ
連
合
自
動
車
連

絡
会
が
自
動
車
局
に
対
す

る
要
請
行
動
と
意
見
交
換

を
実
施
。
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

か
ら
は
岩
本
自
動
車
支
部

委
員
長
が
出
席
し
た
。

冒
頭
、
Ｊ
Ｒ
連
合
を
代

表
し
て
矢
田
自
動
車
連
絡

会
代
表
幹
事
よ
り
「
コ
ロ

ナ
禍
収
束
に
よ
り
人
流
が

活
性
化
し
、
収
入
も
回
復

し
て
き
た
が
未
だ
コ
ロ
ナ

禍
前
の
水
準
に
は
及
ば
な

い
。
離
職
に
よ
り
人
手
不

足
は
深
刻
な
状
況
に
あ
り
、

他
産
業
よ
り
長
い
労
働
時

間
・
低
い
賃
金
を
改
善
し

人
財
の
確
保
・
定
着
を
図

る
べ
く
、
運
賃
制
度
の
見

直
し
や
補
助
の
拡
充
等
を

お
願
い
す
る
」
と
要
請
。

自
動
車
局
齋
藤
地
域
交
通

室
長
か
ら
は
、
「
２
０
２

４
年
問
題
は
バ
ス
業
界
に

も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

今
後
の
バ
ス
行
政
に
活
か

す
べ
く
生
の
現
場
の
声
を

聞
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

そ
の
後
出
席
し
た
各
幹
事

よ
り
、
「
労
働
時
間
改
善

に
向
け
た
課
題
へ
の
対
応
」

「
高
速
乗
合
バ
ス
の
運
賃
・

料
金
に
お
け
る
下
限
運
賃

の
設
定
」
「
燃
料
費
高
騰

へ
の
対
応
」
「
新
貨
幣
・

新
紙
幣
対
応
及
び
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入
に
係

る
支
援
」
「
優
良
事
業
者

の
評
価
及
び
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
の
付
与
」
等
に
つ
い
て

要
望
。
現
場
の
実
態
を
伝

え
る
と
と
も
に
、
魅
力
あ

る
バ
ス
産
業
と
す
る
た
め

に
は
制
度
の
見
直
し
な
ど

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
旨

を
強
く
訴
え
た
。

自

動

車

局

魅力あるバス産業に向け、
現場の実態を訴える！

国
土
交
通
省
へ
の

要
請
行
動
を
実
施幅広い課題について

実務担当者との意見交換を実施

鉄
道

局

職職
場場
対対
話話
行行
動動
２２
００
２２
４４
をを
開開
催催

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
４
月
８
日
（
月
）
の
高
知
支
部
を
皮
切
り
に
「
職
場
対
話
行
動
２

０
２
４
」
を
各
地
区
に
お
い
て
順
次
開
催
し
た
。
集
会
に
は
、
支
部
執
行
部
に
加
え
、
本

部
か
ら
も
大
谷
執
行
委
員
長
を
は
じ
め
担
当
役
員
等
が
出
席
。

２
０
２
４
春
闘
の
結
果
等
に
つ
い
て
本
部
よ
り
説
明
を
行
っ
た
後
、
参
加
し
た

組
合
員
か
ら
発
言
を
受
け
た
。
集
会
で
出
さ
れ
た
課
題
等
の
意
見
は
集
約
・
精
査
し
、

今
後
の
団
体
交
渉
や
経
営
協
議
会
等
を
通
じ
て
引
き
続
き
反
映
さ
せ
て
い
く
。

２０２４春闘の受け止めや職場課題について組
合員の生の声を聞く(高知地区)

愛媛支部（南予地区）

徳島支部（徳島地区）

香川支部（多度津地区）

本社支部

レレ
クク
・・
ササ
ーー
クク
ルル
だだ
よよ
りり

松
山
運
転
所
分
会

香
川
支
部

集
会
は
、
２
０
２
４
春
闘

交
渉
の
結
果
や
経
営
協
議
会

で
議
論
が
な
さ
れ
た
「
２

０
２
４
年
度
事
業
計
画
」

「
効
率
化
に
関
す
る
施
策
」

に
つ
い
て
本
部
よ
り
報
告
す

る
と
と
も
に
、
職
場
に
お
け

る
組
合
員
の
生
の
声
を
聞
く

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い

る
。
集
会
に
参
加
し
た
各
組

合
員
か
ら
は
、
今
次
春
闘
交

渉
に
お
け
る
ベ
ア
獲
得
及
び

定
期
昇
給
完
全
実
施
と
あ
わ

せ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
労
苦
に

報
い
る
と
し
て
要
求
し
た
一

時
金
に
つ
い
て
喜
び
の
声
が

挙
が
る
と
と
も
に
、
物
価
高

が
生
活
を
苦
し
め
て
い
る
こ

と
か
ら
、
期
末
手
当
に
対
し

期
待
す
る
意
見
が
出
た
。
加

え
て
昨
今
続
く
離
職
の
影
響

を
受
け
た
業
務
量
増
加
や
要

員
不
足
に
関
す
る
課
題
、
よ

り
柔
軟
な
働
き
方
を
求
め
る

意
見
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
た
。

本
部
は
こ
れ
に
対
し
、
「
ユ

ニ
オ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
３
」

を
活
用
し
、
労
働
条
件
の
改

善
に
引
き
続
き
取
り
組
む

と
と
も
に
、
と
り
わ
け
賃

金
面
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

賃
金
改
善
の
流
れ
を
継
続
し
、

「
連
続
性
」
を
も
っ
て
着
実

に
賃
金
水
準
を
改
善
し
て
い

く
方
向
性
を
改
め
て
示
し
た
。

職
場
対
話
行
動
は
、
組
合

員
に
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
運
動
を

周
知
し
、
意
思
統
一
を
図
る

う
え
で
も
重
要
な
活
動
と
位

置
づ
け
、
今
後
も
継
続
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
。
各
地
で

の
集
会
開
催
日
程
は
以
下
の

通
り
。

▽
高
知
支
部

４
月
８
日(

月)

▽
愛
媛
支
部

【
東
予
・
南
予
】

４
月
16
日(

火)

▽
愛
媛
支
部
【
松
山
】

４
月
17
日(

水)

▽
徳
島
支
部
【
徳
島
】

４
月
18
日(

木)

▽
徳
島
支
部
【
池
田
】

香
川
支
部
【
多
度
津
】

４
月
19
日(

金
）

▽
香
川
支
部
【
高
松
】

４
月
22
日(

月)

▽
本
社
支
部

４
月
26
日(

金)

▽
自
動
車
支
部(

予
定)

５
月
16
日(

木)

【
松
山
】

５
月
20
日(

月)

【
高
松
】

分
会
新
年
会
を
開
催
！

松
山
運
転
所
分
会
で
は
、

２
月
13
日
～
16
日
に
か
け

松
山
市
内
で
新
年
会
を
開

催
し
、
総
勢
１
２
４
名
も

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

今
ま
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
大
人
数
で
の
懇
親
会

が
制
限
さ
れ
組
合
員
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
こ
と
が
非
常
に
難

し
い
状
態
で
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
が
５
類
に
な
り
久
し

ぶ
り
に
新
年
会
を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

様
々
な
職
場
、
多
様
な
年

齢
の
組
合
員
が
参
加
し
た

た
め
、
普
段
職
場
で
話
せ

て
い
な
い
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ

と
が
で
き
、
大
変
楽
し
い

新
年
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
松
山
運
転
所
分

会
で
は
、
積
極
的
に
組
合

活
動
を
行
い
、
組
合
員
間

の
親
睦
と
団
結
強
化
を
行

い
、
様
々
な
活
動
を
企
画

し
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

松
山
運
転
所
分
会

越
智
憲
一
郎

玉
藻
公
園
に
て
花
見
を
開
催
！

香
川
支
部
は
支
部
主
催

レ
ク
を
４
年
ぶ
り
に
開
催

し
、
来
賓
の
山
本
悟
史
香

川
県
議
会
議
員
、
本
部
・

武
智
副
執
行
委
員
長
、
中

村
書
記
長
を
含
め
て
約
60

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

数
日
前
ま
で
は
、
あ
ま

り
良
く
な
い
天
気
予
報
で

し
た
が
、
当
日
は
天
気
も

味
方
に
つ
け
強
い
日
差
し

も
雨
も
降
る
こ
と
な
く
、

最
高
の
天
気
と
な
り
ま
し

た
。
お
弁
当
は
グ
ル
ー
プ

会
社
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開

発
に
お
願
い
し
、
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
開
発
労
組
組
合
員

の
方
に
弁
当
を
配
達
し
て

い
た
だ
き
、
交
流
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
支
部

主
催
と
い
う
こ
と
で
、
様
々

な
組
合
員
の
参
加
が
あ
り

職
種
、
年
齢
の
壁
を
越
え

て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
図
ら
れ
意
見
交
換
や

交
流
を
深
め
る
非
常
に
い

い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
幅
広
く
組
合
員
同

士
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
れ
る
よ
う
な
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画
、

開
催
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

香
川
支
部

土
井

俊
哉

第18回ボウリング大会の開催について

◆開催日 2024年 6月22日(土) ※ 15:15に集合
大 会 シーサイドボウル高松にて（15:30-17:15）
懇親会 とらべる亭にて（17:30-19:30）

◆対象者 各支部２チーム(１チーム４名以内)

※詳しくはＪＲ四国労組発第75号参照
お申込は各支部まで！

ＪＪＲＲ四四国国労労組組青青年年女女性性会会議議
第第3322回回定定期期委委員員会会のの開開催催ににつついいてて

１ 日 時 2024年 7月20日(土)14時より

２ 場 所 ホテルアネシス瀬戸大橋

３ 議 題
（1） 2023年度経過報告
（2） 2024年度活動方針（案）
（3） その他

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
４
月
22

日
（
月
）
、
交
通
重
点
政

策
２
０
２
３❘

２
０
２
４
」

及
び
「
補
足
版
」
に
基
づ

く
国
土
交
通
省
鉄
道
局
へ

の
要
請
行
動
及
び
Ｊ
Ｒ
連

合
産
業
政
策
委
員
と
鉄
道

局
各
課
・
室
の
実
務
担
当

者
と
の
意
見
交
換
を
実
施

し
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
か
ら

は
和
田
政
策
部
長
が
出
席

し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
冒
頭
、

Ｊ
Ｒ
連
合
を
代
表
し
て
上

村
産
業
政
策
委
員
長
か
ら

「
昨
今
離
職
が
続
く
な
か
、

Ｊ
Ｒ
産
業
の
魅
力
向
上
に

取
り
組
む
べ
く
、
様
々
な

観
点
か
ら
要
請
し
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
改
正
地
域
交

通
法
の
施
行
を
受
け
、
地

域
公
共
交
通
の
あ
り
方
が

注
目
を
集
め
て
い
る
。
ま

ち
づ
く
り
の
観
点
も
踏
ま

え
て
、
前
向
き
な
議
論
が

で
き
る
よ
う
下
支
え
を
お

願
い
す
る
」
と
強
く
要
請

し
た
。
要
望
書
を
受
け
取
っ

た
鉄
道
局
鈴
木
鉄
道
サ
ー

ビ
ス
政
策
室
長
は
、
物
流

に
係
る
２
０
２
４
年
問
題

や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
・
Ｄ
Ｘ
対
応
と
い
っ
た

各
要
請
項
目
に
対
す
る
所

感
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

「
改
正
地
域
交
通
法
の
狙

い
に
つ
い
て
、
関
係
者
に

趣
旨
を
し
っ
か
り
周
知
す

る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ

た
。そ

の
後
、
Ｊ
Ｒ
連
合
石

川
産
業
政
策
局
長
（
Ｊ
Ｒ

四
国
労
組
よ
り
選
出
）
を

は
じ
め
、
出
席
者
よ
り
上

記
の
課
題
に
加
え
て
、

「
コ
ス
ト
増
を
速
や
か
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
の
で
き

る
柔
軟
な
運
賃
・
料
金
設

定
の
引
き
続
き
の
検
討
」

「
Ｊ
Ｒ
会
社
間
の
連
携
強

化
の
促
進
」
「
高
速
鉄
道
・

新
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
等
諸
課
題
へ
の
取
り

組
み
」
に
つ
い
て
要
請
し
、

意
見
交
換
を
実
施
し
た
。

な
お
、
今
般
策
定
し
た

「
交
通
重
点
政
策
２
０
２

３❘

２
０
２
４
（
補
足
版
）
」

は
、
同
日
、
関
係
す
る
国

会
議
員
に
対
し
配
布
行
動

を
行
っ
た
。

ま
た
、
４
月
17
日
（
水
）

に
は
Ｊ
Ｒ
連
合
自
動
車
連

絡
会
が
自
動
車
局
に
対
す

る
要
請
行
動
と
意
見
交
換

を
実
施
。
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

か
ら
は
岩
本
自
動
車
支
部

委
員
長
が
出
席
し
た
。

冒
頭
、
Ｊ
Ｒ
連
合
を
代

表
し
て
矢
田
自
動
車
連
絡

会
代
表
幹
事
よ
り
「
コ
ロ

ナ
禍
収
束
に
よ
り
人
流
が

活
性
化
し
、
収
入
も
回
復

し
て
き
た
が
未
だ
コ
ロ
ナ

禍
前
の
水
準
に
は
及
ば
な

い
。
離
職
に
よ
り
人
手
不

足
は
深
刻
な
状
況
に
あ
り
、

他
産
業
よ
り
長
い
労
働
時

間
・
低
い
賃
金
を
改
善
し

人
財
の
確
保
・
定
着
を
図

る
べ
く
、
運
賃
制
度
の
見

直
し
や
補
助
の
拡
充
等
を

お
願
い
す
る
」
と
要
請
。

自
動
車
局
齋
藤
地
域
交
通

室
長
か
ら
は
、
「
２
０
２

４
年
問
題
は
バ
ス
業
界
に

も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

今
後
の
バ
ス
行
政
に
活
か

す
べ
く
生
の
現
場
の
声
を

聞
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

そ
の
後
出
席
し
た
各
幹
事

よ
り
、
「
労
働
時
間
改
善

に
向
け
た
課
題
へ
の
対
応
」

「
高
速
乗
合
バ
ス
の
運
賃
・

料
金
に
お
け
る
下
限
運
賃

の
設
定
」
「
燃
料
費
高
騰

へ
の
対
応
」
「
新
貨
幣
・

新
紙
幣
対
応
及
び
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入
に
係

る
支
援
」
「
優
良
事
業
者

の
評
価
及
び
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
の
付
与
」
等
に
つ
い
て

要
望
。
現
場
の
実
態
を
伝

え
る
と
と
も
に
、
魅
力
あ

る
バ
ス
産
業
と
す
る
た
め

に
は
制
度
の
見
直
し
な
ど

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
旨

を
強
く
訴
え
た
。

自

動

車

局

魅力あるバス産業に向け、
現場の実態を訴える！

国
土
交
通
省
へ
の

要
請
行
動
を
実
施幅広い課題について

実務担当者との意見交換を実施

鉄
道

局

職職
場場
対対
話話
行行
動動
２２
００
２２
４４
をを
開開
催催

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
４
月
８
日
（
月
）
の
高
知
支
部
を
皮
切
り
に
「
職
場
対
話
行
動
２

０
２
４
」
を
各
地
区
に
お
い
て
順
次
開
催
し
た
。
集
会
に
は
、
支
部
執
行
部
に
加
え
、
本

部
か
ら
も
大
谷
執
行
委
員
長
を
は
じ
め
担
当
役
員
等
が
出
席
。

２
０
２
４
春
闘
の
結
果
等
に
つ
い
て
本
部
よ
り
説
明
を
行
っ
た
後
、
参
加
し
た

組
合
員
か
ら
発
言
を
受
け
た
。
集
会
で
出
さ
れ
た
課
題
等
の
意
見
は
集
約
・
精
査
し
、

今
後
の
団
体
交
渉
や
経
営
協
議
会
等
を
通
じ
て
引
き
続
き
反
映
さ
せ
て
い
く
。

２０２４春闘の受け止めや職場課題について組
合員の生の声を聞く(高知地区)

愛媛支部（南予地区）

徳島支部（徳島地区）

香川支部（多度津地区）

本社支部

レレ
クク
・・
ササ
ーー
クク
ルル
だだ
よよ
りり

松
山
運
転
所
分
会

香
川
支
部

集
会
は
、
２
０
２
４
春
闘

交
渉
の
結
果
や
経
営
協
議
会

で
議
論
が
な
さ
れ
た
「
２

０
２
４
年
度
事
業
計
画
」

「
効
率
化
に
関
す
る
施
策
」

に
つ
い
て
本
部
よ
り
報
告
す

る
と
と
も
に
、
職
場
に
お
け

る
組
合
員
の
生
の
声
を
聞
く

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い

る
。
集
会
に
参
加
し
た
各
組

合
員
か
ら
は
、
今
次
春
闘
交

渉
に
お
け
る
ベ
ア
獲
得
及
び

定
期
昇
給
完
全
実
施
と
あ
わ

せ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
労
苦
に

報
い
る
と
し
て
要
求
し
た
一

時
金
に
つ
い
て
喜
び
の
声
が

挙
が
る
と
と
も
に
、
物
価
高

が
生
活
を
苦
し
め
て
い
る
こ

と
か
ら
、
期
末
手
当
に
対
し

期
待
す
る
意
見
が
出
た
。
加

え
て
昨
今
続
く
離
職
の
影
響

を
受
け
た
業
務
量
増
加
や
要

員
不
足
に
関
す
る
課
題
、
よ

り
柔
軟
な
働
き
方
を
求
め
る

意
見
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
た
。

本
部
は
こ
れ
に
対
し
、
「
ユ

ニ
オ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
３
」

を
活
用
し
、
労
働
条
件
の
改

善
に
引
き
続
き
取
り
組
む

と
と
も
に
、
と
り
わ
け
賃

金
面
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

賃
金
改
善
の
流
れ
を
継
続
し
、

「
連
続
性
」
を
も
っ
て
着
実

に
賃
金
水
準
を
改
善
し
て
い

く
方
向
性
を
改
め
て
示
し
た
。

職
場
対
話
行
動
は
、
組
合

員
に
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
運
動
を

周
知
し
、
意
思
統
一
を
図
る

う
え
で
も
重
要
な
活
動
と
位

置
づ
け
、
今
後
も
継
続
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
。
各
地
で

の
集
会
開
催
日
程
は
以
下
の

通
り
。

▽
高
知
支
部

４
月
８
日(

月)

▽
愛
媛
支
部

【
東
予
・
南
予
】

４
月
16
日(

火)

▽
愛
媛
支
部
【
松
山
】

４
月
17
日(

水)

▽
徳
島
支
部
【
徳
島
】

４
月
18
日(

木)

▽
徳
島
支
部
【
池
田
】

香
川
支
部
【
多
度
津
】

４
月
19
日(

金
）

▽
香
川
支
部
【
高
松
】

４
月
22
日(

月)

▽
本
社
支
部

４
月
26
日(

金)

▽
自
動
車
支
部(

予
定)

５
月
16
日(

木)

【
松
山
】

５
月
20
日(

月)

【
高
松
】

分
会
新
年
会
を
開
催
！

松
山
運
転
所
分
会
で
は
、

２
月
13
日
～
16
日
に
か
け

松
山
市
内
で
新
年
会
を
開

催
し
、
総
勢
１
２
４
名
も

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

今
ま
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
大
人
数
で
の
懇
親
会

が
制
限
さ
れ
組
合
員
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
こ
と
が
非
常
に
難

し
い
状
態
で
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
が
５
類
に
な
り
久
し

ぶ
り
に
新
年
会
を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

様
々
な
職
場
、
多
様
な
年

齢
の
組
合
員
が
参
加
し
た

た
め
、
普
段
職
場
で
話
せ

て
い
な
い
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ

と
が
で
き
、
大
変
楽
し
い

新
年
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
松
山
運
転
所
分

会
で
は
、
積
極
的
に
組
合

活
動
を
行
い
、
組
合
員
間

の
親
睦
と
団
結
強
化
を
行

い
、
様
々
な
活
動
を
企
画

し
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

松
山
運
転
所
分
会

越
智
憲
一
郎

玉
藻
公
園
に
て
花
見
を
開
催
！

香
川
支
部
は
支
部
主
催

レ
ク
を
４
年
ぶ
り
に
開
催

し
、
来
賓
の
山
本
悟
史
香

川
県
議
会
議
員
、
本
部
・

武
智
副
執
行
委
員
長
、
中

村
書
記
長
を
含
め
て
約
60

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

数
日
前
ま
で
は
、
あ
ま

り
良
く
な
い
天
気
予
報
で

し
た
が
、
当
日
は
天
気
も

味
方
に
つ
け
強
い
日
差
し

も
雨
も
降
る
こ
と
な
く
、

最
高
の
天
気
と
な
り
ま
し

た
。
お
弁
当
は
グ
ル
ー
プ

会
社
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開

発
に
お
願
い
し
、
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
開
発
労
組
組
合
員

の
方
に
弁
当
を
配
達
し
て

い
た
だ
き
、
交
流
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
支
部

主
催
と
い
う
こ
と
で
、
様
々

な
組
合
員
の
参
加
が
あ
り

職
種
、
年
齢
の
壁
を
越
え

て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
図
ら
れ
意
見
交
換
や

交
流
を
深
め
る
非
常
に
い

い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
幅
広
く
組
合
員
同

士
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
れ
る
よ
う
な
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画
、

開
催
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

香
川
支
部

土
井

俊
哉

第18回ボウリング大会の開催について

◆開催日 2024年 6月22日(土) ※ 15:15に集合
大 会 シーサイドボウル高松にて（15:30-17:15）
懇親会 とらべる亭にて（17:30-19:30）

◆対象者 各支部２チーム(１チーム４名以内)

※詳しくはＪＲ四国労組発第75号参照
お申込は各支部まで！

ＪＪＲＲ四四国国労労組組青青年年女女性性会会議議
第第3322回回定定期期委委員員会会のの開開催催ににつついいてて

１ 日 時 2024年 7月20日(土)14時より

２ 場 所 ホテルアネシス瀬戸大橋

３ 議 題
（1） 2023年度経過報告
（2） 2024年度活動方針（案）
（3） その他

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
４
月
22

日
（
月
）
、
交
通
重
点
政

策
２
０
２
３❘

２
０
２
４
」

及
び
「
補
足
版
」
に
基
づ

く
国
土
交
通
省
鉄
道
局
へ

の
要
請
行
動
及
び
Ｊ
Ｒ
連

合
産
業
政
策
委
員
と
鉄
道

局
各
課
・
室
の
実
務
担
当

者
と
の
意
見
交
換
を
実
施

し
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
か
ら

は
和
田
政
策
部
長
が
出
席

し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
冒
頭
、

Ｊ
Ｒ
連
合
を
代
表
し
て
上

村
産
業
政
策
委
員
長
か
ら

「
昨
今
離
職
が
続
く
な
か
、

Ｊ
Ｒ
産
業
の
魅
力
向
上
に

取
り
組
む
べ
く
、
様
々
な

観
点
か
ら
要
請
し
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
改
正
地
域
交

通
法
の
施
行
を
受
け
、
地

域
公
共
交
通
の
あ
り
方
が

注
目
を
集
め
て
い
る
。
ま

ち
づ
く
り
の
観
点
も
踏
ま

え
て
、
前
向
き
な
議
論
が

で
き
る
よ
う
下
支
え
を
お

願
い
す
る
」
と
強
く
要
請

し
た
。
要
望
書
を
受
け
取
っ

た
鉄
道
局
鈴
木
鉄
道
サ
ー

ビ
ス
政
策
室
長
は
、
物
流

に
係
る
２
０
２
４
年
問
題

や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
・
Ｄ
Ｘ
対
応
と
い
っ
た

各
要
請
項
目
に
対
す
る
所

感
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

「
改
正
地
域
交
通
法
の
狙

い
に
つ
い
て
、
関
係
者
に

趣
旨
を
し
っ
か
り
周
知
す

る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ

た
。そ

の
後
、
Ｊ
Ｒ
連
合
石

川
産
業
政
策
局
長
（
Ｊ
Ｒ

四
国
労
組
よ
り
選
出
）
を

は
じ
め
、
出
席
者
よ
り
上

記
の
課
題
に
加
え
て
、

「
コ
ス
ト
増
を
速
や
か
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
の
で
き

る
柔
軟
な
運
賃
・
料
金
設

定
の
引
き
続
き
の
検
討
」

「
Ｊ
Ｒ
会
社
間
の
連
携
強

化
の
促
進
」
「
高
速
鉄
道
・

新
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
等
諸
課
題
へ
の
取
り

組
み
」
に
つ
い
て
要
請
し
、

意
見
交
換
を
実
施
し
た
。

な
お
、
今
般
策
定
し
た

「
交
通
重
点
政
策
２
０
２

３❘

２
０
２
４
（
補
足
版
）
」

は
、
同
日
、
関
係
す
る
国

会
議
員
に
対
し
配
布
行
動

を
行
っ
た
。

ま
た
、
４
月
17
日
（
水
）

に
は
Ｊ
Ｒ
連
合
自
動
車
連

絡
会
が
自
動
車
局
に
対
す

る
要
請
行
動
と
意
見
交
換

を
実
施
。
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

か
ら
は
岩
本
自
動
車
支
部

委
員
長
が
出
席
し
た
。

冒
頭
、
Ｊ
Ｒ
連
合
を
代

表
し
て
矢
田
自
動
車
連
絡

会
代
表
幹
事
よ
り
「
コ
ロ

ナ
禍
収
束
に
よ
り
人
流
が

活
性
化
し
、
収
入
も
回
復

し
て
き
た
が
未
だ
コ
ロ
ナ

禍
前
の
水
準
に
は
及
ば
な

い
。
離
職
に
よ
り
人
手
不

足
は
深
刻
な
状
況
に
あ
り
、

他
産
業
よ
り
長
い
労
働
時

間
・
低
い
賃
金
を
改
善
し

人
財
の
確
保
・
定
着
を
図

る
べ
く
、
運
賃
制
度
の
見

直
し
や
補
助
の
拡
充
等
を

お
願
い
す
る
」
と
要
請
。

自
動
車
局
齋
藤
地
域
交
通

室
長
か
ら
は
、
「
２
０
２

４
年
問
題
は
バ
ス
業
界
に

も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

今
後
の
バ
ス
行
政
に
活
か

す
べ
く
生
の
現
場
の
声
を

聞
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

そ
の
後
出
席
し
た
各
幹
事

よ
り
、
「
労
働
時
間
改
善

に
向
け
た
課
題
へ
の
対
応
」

「
高
速
乗
合
バ
ス
の
運
賃
・

料
金
に
お
け
る
下
限
運
賃

の
設
定
」
「
燃
料
費
高
騰

へ
の
対
応
」
「
新
貨
幣
・

新
紙
幣
対
応
及
び
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入
に
係

る
支
援
」
「
優
良
事
業
者

の
評
価
及
び
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
の
付
与
」
等
に
つ
い
て

要
望
。
現
場
の
実
態
を
伝

え
る
と
と
も
に
、
魅
力
あ

る
バ
ス
産
業
と
す
る
た
め

に
は
制
度
の
見
直
し
な
ど

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
旨

を
強
く
訴
え
た
。

自

動

車

局

魅力あるバス産業に向け、
現場の実態を訴える！

国
土
交
通
省
へ
の

要
請
行
動
を
実
施幅広い課題について

実務担当者との意見交換を実施

鉄
道

局

職職
場場
対対
話話
行行
動動
２２
００
２２
４４
をを
開開
催催

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
４
月
８
日
（
月
）
の
高
知
支
部
を
皮
切
り
に
「
職
場
対
話
行
動
２

０
２
４
」
を
各
地
区
に
お
い
て
順
次
開
催
し
た
。
集
会
に
は
、
支
部
執
行
部
に
加
え
、
本

部
か
ら
も
大
谷
執
行
委
員
長
を
は
じ
め
担
当
役
員
等
が
出
席
。

２
０
２
４
春
闘
の
結
果
等
に
つ
い
て
本
部
よ
り
説
明
を
行
っ
た
後
、
参
加
し
た

組
合
員
か
ら
発
言
を
受
け
た
。
集
会
で
出
さ
れ
た
課
題
等
の
意
見
は
集
約
・
精
査
し
、

今
後
の
団
体
交
渉
や
経
営
協
議
会
等
を
通
じ
て
引
き
続
き
反
映
さ
せ
て
い
く
。

２０２４春闘の受け止めや職場課題について組
合員の生の声を聞く(高知地区)

愛媛支部（南予地区）

徳島支部（徳島地区）

香川支部（多度津地区）

本社支部

レレ
クク
・・
ササ
ーー
クク
ルル
だだ
よよ
りり

松
山
運
転
所
分
会

香
川
支
部

集
会
は
、
２
０
２
４
春
闘

交
渉
の
結
果
や
経
営
協
議
会

で
議
論
が
な
さ
れ
た
「
２

０
２
４
年
度
事
業
計
画
」

「
効
率
化
に
関
す
る
施
策
」

に
つ
い
て
本
部
よ
り
報
告
す

る
と
と
も
に
、
職
場
に
お
け

る
組
合
員
の
生
の
声
を
聞
く

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い

る
。
集
会
に
参
加
し
た
各
組

合
員
か
ら
は
、
今
次
春
闘
交

渉
に
お
け
る
ベ
ア
獲
得
及
び

定
期
昇
給
完
全
実
施
と
あ
わ

せ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
労
苦
に

報
い
る
と
し
て
要
求
し
た
一

時
金
に
つ
い
て
喜
び
の
声
が

挙
が
る
と
と
も
に
、
物
価
高

が
生
活
を
苦
し
め
て
い
る
こ

と
か
ら
、
期
末
手
当
に
対
し

期
待
す
る
意
見
が
出
た
。
加

え
て
昨
今
続
く
離
職
の
影
響

を
受
け
た
業
務
量
増
加
や
要

員
不
足
に
関
す
る
課
題
、
よ

り
柔
軟
な
働
き
方
を
求
め
る

意
見
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
た
。

本
部
は
こ
れ
に
対
し
、
「
ユ

ニ
オ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
３
」

を
活
用
し
、
労
働
条
件
の
改

善
に
引
き
続
き
取
り
組
む

と
と
も
に
、
と
り
わ
け
賃

金
面
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

賃
金
改
善
の
流
れ
を
継
続
し
、

「
連
続
性
」
を
も
っ
て
着
実

に
賃
金
水
準
を
改
善
し
て
い

く
方
向
性
を
改
め
て
示
し
た
。

職
場
対
話
行
動
は
、
組
合

員
に
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
運
動
を

周
知
し
、
意
思
統
一
を
図
る

う
え
で
も
重
要
な
活
動
と
位

置
づ
け
、
今
後
も
継
続
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
。
各
地
で

の
集
会
開
催
日
程
は
以
下
の

通
り
。

▽
高
知
支
部

４
月
８
日(

月)

▽
愛
媛
支
部

【
東
予
・
南
予
】

４
月
16
日(

火)

▽
愛
媛
支
部
【
松
山
】

４
月
17
日(

水)

▽
徳
島
支
部
【
徳
島
】

４
月
18
日(

木)

▽
徳
島
支
部
【
池
田
】

香
川
支
部
【
多
度
津
】

４
月
19
日(

金
）

▽
香
川
支
部
【
高
松
】

４
月
22
日(

月)

▽
本
社
支
部

４
月
26
日(

金)

▽
自
動
車
支
部(

予
定)

５
月
16
日(

木)

【
松
山
】

５
月
20
日(

月)

【
高
松
】

分
会
新
年
会
を
開
催
！

松
山
運
転
所
分
会
で
は
、

２
月
13
日
～
16
日
に
か
け

松
山
市
内
で
新
年
会
を
開

催
し
、
総
勢
１
２
４
名
も

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

今
ま
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
大
人
数
で
の
懇
親
会

が
制
限
さ
れ
組
合
員
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
こ
と
が
非
常
に
難

し
い
状
態
で
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
が
５
類
に
な
り
久
し

ぶ
り
に
新
年
会
を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

様
々
な
職
場
、
多
様
な
年

齢
の
組
合
員
が
参
加
し
た

た
め
、
普
段
職
場
で
話
せ

て
い
な
い
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ

と
が
で
き
、
大
変
楽
し
い

新
年
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
松
山
運
転
所
分

会
で
は
、
積
極
的
に
組
合

活
動
を
行
い
、
組
合
員
間

の
親
睦
と
団
結
強
化
を
行

い
、
様
々
な
活
動
を
企
画

し
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

松
山
運
転
所
分
会

越
智
憲
一
郎

玉
藻
公
園
に
て
花
見
を
開
催
！

香
川
支
部
は
支
部
主
催

レ
ク
を
４
年
ぶ
り
に
開
催

し
、
来
賓
の
山
本
悟
史
香

川
県
議
会
議
員
、
本
部
・

武
智
副
執
行
委
員
長
、
中

村
書
記
長
を
含
め
て
約
60

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

数
日
前
ま
で
は
、
あ
ま

り
良
く
な
い
天
気
予
報
で

し
た
が
、
当
日
は
天
気
も

味
方
に
つ
け
強
い
日
差
し

も
雨
も
降
る
こ
と
な
く
、

最
高
の
天
気
と
な
り
ま
し

た
。
お
弁
当
は
グ
ル
ー
プ

会
社
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開

発
に
お
願
い
し
、
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
開
発
労
組
組
合
員

の
方
に
弁
当
を
配
達
し
て

い
た
だ
き
、
交
流
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
支
部

主
催
と
い
う
こ
と
で
、
様
々

な
組
合
員
の
参
加
が
あ
り

職
種
、
年
齢
の
壁
を
越
え

て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
図
ら
れ
意
見
交
換
や

交
流
を
深
め
る
非
常
に
い

い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
幅
広
く
組
合
員
同

士
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
れ
る
よ
う
な
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画
、

開
催
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

香
川
支
部

土
井

俊
哉

第18回ボウリング大会の開催について

◆開催日 2024年 6月22日(土) ※ 15:15に集合
大 会 シーサイドボウル高松にて（15:30-17:15）
懇親会 とらべる亭にて（17:30-19:30）

◆対象者 各支部２チーム(１チーム４名以内)

※詳しくはＪＲ四国労組発第75号参照
お申込は各支部まで！

ＪＪＲＲ四四国国労労組組青青年年女女性性会会議議
第第3322回回定定期期委委員員会会のの開開催催ににつついいてて

１ 日 時 2024年 7月20日(土)14時より

２ 場 所 ホテルアネシス瀬戸大橋

３ 議 題
（1） 2023年度経過報告
（2） 2024年度活動方針（案）
（3） その他

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
４
月
22

日
（
月
）
、
交
通
重
点
政

策
２
０
２
３❘

２
０
２
４
」

及
び
「
補
足
版
」
に
基
づ

く
国
土
交
通
省
鉄
道
局
へ

の
要
請
行
動
及
び
Ｊ
Ｒ
連

合
産
業
政
策
委
員
と
鉄
道

局
各
課
・
室
の
実
務
担
当

者
と
の
意
見
交
換
を
実
施

し
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
か
ら

は
和
田
政
策
部
長
が
出
席

し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
冒
頭
、

Ｊ
Ｒ
連
合
を
代
表
し
て
上

村
産
業
政
策
委
員
長
か
ら

「
昨
今
離
職
が
続
く
な
か
、

Ｊ
Ｒ
産
業
の
魅
力
向
上
に

取
り
組
む
べ
く
、
様
々
な

観
点
か
ら
要
請
し
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
改
正
地
域
交

通
法
の
施
行
を
受
け
、
地

域
公
共
交
通
の
あ
り
方
が

注
目
を
集
め
て
い
る
。
ま

ち
づ
く
り
の
観
点
も
踏
ま

え
て
、
前
向
き
な
議
論
が

で
き
る
よ
う
下
支
え
を
お

願
い
す
る
」
と
強
く
要
請

し
た
。
要
望
書
を
受
け
取
っ

た
鉄
道
局
鈴
木
鉄
道
サ
ー

ビ
ス
政
策
室
長
は
、
物
流

に
係
る
２
０
２
４
年
問
題

や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
・
Ｄ
Ｘ
対
応
と
い
っ
た

各
要
請
項
目
に
対
す
る
所

感
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

「
改
正
地
域
交
通
法
の
狙

い
に
つ
い
て
、
関
係
者
に

趣
旨
を
し
っ
か
り
周
知
す

る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ

た
。そ

の
後
、
Ｊ
Ｒ
連
合
石

川
産
業
政
策
局
長
（
Ｊ
Ｒ

四
国
労
組
よ
り
選
出
）
を

は
じ
め
、
出
席
者
よ
り
上

記
の
課
題
に
加
え
て
、

「
コ
ス
ト
増
を
速
や
か
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
の
で
き

る
柔
軟
な
運
賃
・
料
金
設

定
の
引
き
続
き
の
検
討
」

「
Ｊ
Ｒ
会
社
間
の
連
携
強

化
の
促
進
」
「
高
速
鉄
道
・

新
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
等
諸
課
題
へ
の
取
り

組
み
」
に
つ
い
て
要
請
し
、

意
見
交
換
を
実
施
し
た
。

な
お
、
今
般
策
定
し
た

「
交
通
重
点
政
策
２
０
２

３❘

２
０
２
４
（
補
足
版
）
」

は
、
同
日
、
関
係
す
る
国

会
議
員
に
対
し
配
布
行
動

を
行
っ
た
。

ま
た
、
４
月
17
日
（
水
）

に
は
Ｊ
Ｒ
連
合
自
動
車
連

絡
会
が
自
動
車
局
に
対
す

る
要
請
行
動
と
意
見
交
換

を
実
施
。
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

か
ら
は
岩
本
自
動
車
支
部

委
員
長
が
出
席
し
た
。

冒
頭
、
Ｊ
Ｒ
連
合
を
代

表
し
て
矢
田
自
動
車
連
絡

会
代
表
幹
事
よ
り
「
コ
ロ

ナ
禍
収
束
に
よ
り
人
流
が

活
性
化
し
、
収
入
も
回
復

し
て
き
た
が
未
だ
コ
ロ
ナ

禍
前
の
水
準
に
は
及
ば
な

い
。
離
職
に
よ
り
人
手
不

足
は
深
刻
な
状
況
に
あ
り
、

他
産
業
よ
り
長
い
労
働
時

間
・
低
い
賃
金
を
改
善
し

人
財
の
確
保
・
定
着
を
図

る
べ
く
、
運
賃
制
度
の
見

直
し
や
補
助
の
拡
充
等
を

お
願
い
す
る
」
と
要
請
。

自
動
車
局
齋
藤
地
域
交
通

室
長
か
ら
は
、
「
２
０
２

４
年
問
題
は
バ
ス
業
界
に

も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

今
後
の
バ
ス
行
政
に
活
か

す
べ
く
生
の
現
場
の
声
を

聞
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

そ
の
後
出
席
し
た
各
幹
事

よ
り
、
「
労
働
時
間
改
善

に
向
け
た
課
題
へ
の
対
応
」

「
高
速
乗
合
バ
ス
の
運
賃
・

料
金
に
お
け
る
下
限
運
賃

の
設
定
」
「
燃
料
費
高
騰

へ
の
対
応
」
「
新
貨
幣
・

新
紙
幣
対
応
及
び
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入
に
係

る
支
援
」
「
優
良
事
業
者

の
評
価
及
び
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
の
付
与
」
等
に
つ
い
て

要
望
。
現
場
の
実
態
を
伝

え
る
と
と
も
に
、
魅
力
あ

る
バ
ス
産
業
と
す
る
た
め

に
は
制
度
の
見
直
し
な
ど

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
旨

を
強
く
訴
え
た
。

自

動

車

局

魅力あるバス産業に向け、
現場の実態を訴える！

国
土
交
通
省
へ
の

要
請
行
動
を
実
施幅広い課題について

実務担当者との意見交換を実施

鉄
道

局

職職
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Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
４
月
８
日
（
月
）
の
高
知
支
部
を
皮
切
り
に
「
職
場
対
話
行
動
２

０
２
４
」
を
各
地
区
に
お
い
て
順
次
開
催
し
た
。
集
会
に
は
、
支
部
執
行
部
に
加
え
、
本

部
か
ら
も
大
谷
執
行
委
員
長
を
は
じ
め
担
当
役
員
等
が
出
席
。

２
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春
闘
の
結
果
等
に
つ
い
て
本
部
よ
り
説
明
を
行
っ
た
後
、
参
加
し
た

組
合
員
か
ら
発
言
を
受
け
た
。
集
会
で
出
さ
れ
た
課
題
等
の
意
見
は
集
約
・
精
査
し
、

今
後
の
団
体
交
渉
や
経
営
協
議
会
等
を
通
じ
て
引
き
続
き
反
映
さ
せ
て
い
く
。

２０２４春闘の受け止めや職場課題について組
合員の生の声を聞く(高知地区)

愛媛支部（南予地区）

徳島支部（徳島地区）

香川支部（多度津地区）

本社支部
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